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※クルーズさせぼでは「コスタ ビクトリア市民見学会」の参加者を募集中です。詳しくは市ホームページ
　をご覧になるか、下記事務局にお尋ねください。
※当日は保安対策上、下記の制限が設けられます。
　・岸壁上への車両乗り入れはできません。公共交通機関またはお近くの有料駐車場をご利用ください。
　・「海上における人命の安全のための国際条約（SOLAS条約）」により指定エリア内への立ち入りが制限
　　されます。

問い合わせなど　クルーズさせぼ（佐世保観光コンベンション協会事務局）　緯23-3369

写真提供：株式会社クルーズプラネット

ことし開港125周年を迎える佐世保港に、イタリアの名門船会社コスタクルーズ
が運行する大型国際クルーズ客船「コスタ ビクトリア」が次の日程で寄港します。
着岸するのは新しくなった「三浦岸壁」で、今回が初入港となります。本市では、
この大型客船を市民の皆さんとともに「おもてなしの心」でお迎え（お送り）する
ため、入出港時に「歓送迎イベント」を実施します。入港時には、「佐世保ゆかり
のゆるキャラたちによるお出迎え」や「世知原茶や地酒のふるまい」、出港時に
は「YOSAKOI演舞」や「JAZZの生演奏」など、たくさんの催しをご用意してい
ますので、どうぞお誘い合わせの上、お越しください。
全長253メートル、総トン数75,166トンの優雅で巨大な船体を間近に見ながら、
「おもてなしの心」で盛大にお迎え（お送り）しましょう！

◎コスタ　ビクトリアの入出港日程（予定）

出港入港日程

19:0012:004月29日（火・祝）

17:009:005月  5日（月・祝）

17:009:005月10日（土）

15:008:305月15日（木）
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させぼ観光デジタルフォトコンテスト　グランプリ作品「海辺にて」　田端和光さん

昨年6月から募集した「させぼ観光デジタルフォトコンテスト」には、市内外から2,593点も

のご応募をいただき、誠にありがとうございました。最終審査を2月23日（日）に行い、数々の

素晴らしい作品の中からグランプリを上記作品に決定しました。市ホームページ等でお知ら

せしている各賞の受賞作品も本紙次号以降に掲載する予定ですので、どうぞお楽しみに！

お尋ねなど　観光物産振興局　緯24-1111

特集1平成26年度施政方針 特集2佐世保のアスリート
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議
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会
が
開
か
れ
�
朝
長
市
長
が
平
成
　26

年
度
の
市
政
運
営
の
方
向
性
や
具

体
的
な
取
り
組
み
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を
示
す
�
施
政

方
針
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を
説
明
し
ま
し
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そ
の
内
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を
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�
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し
て
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す
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2
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の
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終
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�
市
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あ
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市
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第
一
主
義
�を
さ
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に
ス
テ
�
プ

ア
�
プ
さ
せ
る
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と
考
え
て
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ま
す
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そ
こ
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�
第
6
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
け
る
�
成
長
戦
略
�

�
安
全
・
安
心
な
ま
ち
��
地
域
の
絆
�

と
い
う
3
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

の
推
進
を
図
り
つ
つ
�
市
民
の
皆
さ

ん
に
生
活
向
上
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
施
策
の
実
施
を
加
速
さ
せ
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ま
ち
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に
ぎ
わ
い
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産
業
の
振
興
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
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次
な
る
ス

テ
�
ジ
へ
進
化
し
た
い
と
考
え
て
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ま
す
�

　
そ
の
た
め
に
も
�
こ
れ
ま
で
職
員

の
心
構
え
と
し
て
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チ
�
レ
ン
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�
ン
ジ
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コ
ミ
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ニ
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取
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な
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チ
�
ン
ス
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を
逃
す
こ

と
な
く
自
ら
動
き
�
職
員
一
丸
と

な
�
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
�

繋
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　�
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
�
は
�

�
1
W
4
K
��
企
業
立
地
推
進
�
観

光
振
興
�
基
地
政
策
�
国
際
戦
略
推

進
�を
基
調
と
し
�
本
市
の
持
つ
地

域
経
済
の
特
徴
を
生
か
し
て
�
成
長

力
を
強
化
す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化

を
図
る
も
の
で
す
�
企
業
立
地
の
実

現
�
観
光
客
の
増
加
�
さ
ら
に
は
国

内
外
に
お
け
る
地
域
産
品
の
販
路
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大
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売
り
上
げ
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加
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に
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佐
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光
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光
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光
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光
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醸
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�
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　PR事業（26年度から4年間）

暫「海風の国」佐世保・小値賀観光圏推進

暫「カジノを含む統合型リゾート誘致」推進　など
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おもてなしの心を醸成！
「美しい」「楽しい」「美味しい」

させぼ観光
3しいGO！作戦
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具
体
的
に
は
�
東
ア
ジ
ア
へ
向
け

た
九
州
サ
ブ
ゲ
�
ト
ウ
�
イ
構
想
の

一
環
と
し
て
進
め
て
い
る
�
三
浦
岸

壁
�が
�
本
年
4
月
に
供
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
�

　
4
月
以
降
�
外
国
船
籍
で
7
万
ト

ン
級
の
大
型
ク
ル
�
ズ
客
船
の
寄
港

予
約
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
�
現
在
�

そ
の
受
け
入
れ
に
向
け
関
係
機
関
と

さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
�

佐
世
保
港
を
玄
関
口
と
し
て
多
く
の

観
光
客
に
本
市
へ
お
い
で
い
た
だ
き

ま
す
の
で
�
市
民
挙
げ
て
歓
迎
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
�

　
ま
た
�
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入

れ
を
行
う
た
め
の
�
タ
�
ミ
ナ
ル
施

設
�
に
つ
い
て
は
�
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成
　
年
度
の
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完
成
を
目
指
し
て
引
き
続
き
整
備
を

進
め
�
国
際
観
光
港
湾
都
市
と
し
て

の
機
能
を
よ
り
一
層
高
め
ま
す
�

　
一
方
で
��
国
際
定
期
航
路
開
設
�

に
つ
い
て
は
�
長
崎
県
と
と
も
に
韓

国
船
社
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
�

具
体
的
な
状
況
ま
で
に
は
至
�
て
お

ら
ず
�
実
現
に
向
け
引
き
続
き
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
�

　
さ
ら
に
�
三
�
町
や
四
�
町
等
の

既
存
商
店
街
�
さ
せ
ぼ
五
番
街
�
商

工
会
議
所
�
市
で
構
成
す
る�
S
A
S

E
B
O
ま
ち
元
気
協
議
会
�
に
お
い

て
�
官
民
協
働
の
中
で
中
心
市
街
地

の
魅
力
や
回
遊
性
を
高
め
る
新
た
な

街
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
�
本

市
の
地
域
資
源
で
あ
る
�
ま
ち
な
か

商
店
街
�
や
�
港
ま
ち
�
を
生
か
し
た
�

佐
世
保
な
ら
で
は
の
�
地
域
の
元
気

づ
く
り
事
業
�
を
積
極
的
に
展
開
し
�

中
心
市
街
地
の
魅
力
向
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と
商
圏
の

拡
大
を
目
指
し
ま
す
�

罫
安
全
・
安
心
な
ま
ち

プ
ロ
ジ
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ク
ト

　
�
安
全
・
安
心
な
ま
ち
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
�
で
は
�
東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
�
災
害
や
緊
急
事
態
を

想
定
し
ハ
�
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
�
日
々
の

暮
ら
し
に
お
け
る
安
全
と
市
民
の
皆

さ
ん
の
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
�

　
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
�
本

年
4
月
か
ら
の
�
佐
世
保
市
立
総
合

病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
�
�
の
本
格

稼
働
と
合
わ
せ
て
�
初
期
・
二
次
・

三
次
救
急
医
療
体
制
の
役
割
分
担
・

機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
�
高
度

急
性
期
か
ら
回
復
期
�
在
宅
医
療
に

至
る
ま
で
�
切
れ
目
な
く
必
要
な
医

療
が
提
供
さ
れ
る
体
制
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
�

茎
地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
町
内

会
な
ど
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ
�
の
活
性

化
や
市
民
協
働
等
を
推
進
す
る
の
が

�
地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
�
で
す
�

　
特
に
�
地
域
コ
ミ
�
ニ
テ
�
活
動

の
支
援
・
活
性
化
に
つ
い
て
は
�
地

域
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
主
体

と
な
る
�
地
区
自
治
協
議
会
�
の
設

立
・
運
営
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
コ

ミ
�
ニ
テ
�
活
性
化
に
向
け
た
モ
デ

ル
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
�　
年
27

度
か
ら
の
市
内
全
域
で
の
実
施
に
向

け
た
実
施
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
�

　
地
域
の
最
も
基
礎
的
な
組
織
で
あ

る
町
内
会
の
活
性
化
に
つ
い
て
も
�

運
営
し
や
す
い
町
内
会
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
く
た
め
の
�
町
内
会
活
性

化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
�を
作
成
し
�
各
町

内
会
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
�

　
交
通
不
便
地
区
対
策
に
つ
い
て
は
�

�
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
�
�
を
導
入
す

る
地
区
の
拡
大
を
図
る
な
ど
�
引
き

続
き
交
通
不
便
地
区
の
解
消
に
努
め

ま
す
�

虚
雇
用
を
生
み
出
す

力
強
い
産
業
の
ま
ち

　�
地
場
産
業
の
振
興
�
に
つ
い
て
は
�

低
利
の
制
度
融
資
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
�
保
証
料
補
給
や
利
子
補

給
等
を
行
う
こ
と
で
市
内
企
業
の
負

担
軽
減
を
図
る
な
ど
�
実
情
に
応
じ

た
対
策
を
講
じ
ま
す
�

　�
地
場
企
業
の
活
性
化
�
に
つ
い
て

は
�昨
年
2
月
に
指
定
を
受
け
た�
な

が
さ
き
海
洋
・
環
境
産
業
拠
点
特
区
�

を
活
用
し
�
造
船
関
連
技
術
を
生
か

し
た
海
洋
関
連
産
業
の
振
興
を
図
り

ま
す
�

　
相
浦
中
里
イ
ン
タ
�
チ
�
ン
ジ
用

地
に
お
け
る
�
地
域
振
興
施
設
�
に

つ
い
て
は
�
平
成
　
年
度
に
運
営
事

25

業
者
を
選
定
し
た
こ
と
か
ら
�
こ
の

運
営
事
業
者
と
国
県
等
の
関
係
機
関

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
�
交
流
イ
ベ

ン
ト
施
設
を
含
め
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
�

　�
ウ
エ
ス
ト
テ
ク
ノ
佐
世
保
�
を
は

じ
め
��
吉
井
町
御
橋
工
業
団
地
�

�
鹿
町
町
工
場
適
地�
職
業
訓
練
校
跡

地
��
に
つ
い
て
は
�
早
い
時
期
で
の

分
譲
完
了
を
目
指
し
�
長
崎
県
や
長

崎
県
産
業
振
興
財
団
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
企
業
誘
致
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
�

　
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
�
特
に
�

干
ば
つ
に
よ
る
影
響
を
受
け
や
す
い

�
西
海
み
か
ん
�
の
抜
本
的
な
灌
が
い

対
策
に
着
手
し
ま
す
�

　�
佐
世
保
市
農
水
産
物
産
地
化
・
ブ

ラ
ン
ド
化
事
業
�
で
は
�
認
定
し
た

産
品
に
継
続
的
に
支
援
を
行
い
�
付

加
価
値
の
高
い
新
た
な
産
品
の
創
出

に
つ
な
げ
�
農
水
産
業
者
の
所
得
や

生
産
意
欲
の
向
上
を
図
り
ま
す
�

　
ま
た
�
よ
り
多
く
の
方
々
に
�
さ

せ
ぼ
産
品
�
の
愛
用
者
と
な
�
て
い

た
だ
け
る
よ
う
��
さ
せ
ぼ
戦
略
産

品
�
を
中
心
と
し
た
重
点
的
な
プ
ロ

モ
�
シ
�
ン
を
行
�
て
い
き
ま
す
�

許
あ
ふ
れ
る
魅
力
を
創
出
し

体
感
で
き
る
ま
ち

　
国
際
政
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
�

�
国
際
戦
略
活
動
指
針
�
に
基
づ
き
�

中
国
・
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
ほ
か
�

ま
ち
づ
く
り
の
7
つ
の

基
本
目
標
と
主
な
施
策

4月4日（金）に寄港予定の大型国際
クルーズ客船「フォーレンダム」

昨年オープンした「させぼ五番街」

プ
ロ
ジ
�
ク
ト

近
年
経
済
成
長
が
続
く
東
南
ア
ジ
ア

の
諸
都
市
と
の
交
流
促
進
を
図
る
こ

と
で
ア
ジ
ア
諸
国
の
活
力
を
取
り
込

み
�
本
市
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
�
シ
テ
�
セ
�
ル
ス
の
実
施

や
海
外
自
治
体
職
員
の
受
け
入
れ
な

ど
を
行
い
ま
す
�

　
観
光
客
の
誘
致
促
進
に
つ
い
て
は
�

官
民
一
体
と
な
�
て
P
R
に
取
り
組

む
と
と
も
に
�
フ
�
イ
ス
ブ
�
ク
等

を
活
用
し
た
旬
の
情
報
発
信
に
努
め

ま
す
�
ま
た
�
国
際
色
豊
か
な
�
港

ま
ち
�
佐
世
保
を
感
じ
さ
せ
る
外
観

の
魅
力
的
な
観
光
バ
ス
を
整
備
し
�

時
季
に
合
わ
せ
て
市
内
の
観
光
地
を

快
適
に
周
遊
�
観
光
で
き
る
体
制
を

整
え
る
な
ど
�
佐
世
保
の
新
し
い
魅

力
を
創
出
し
ま
す
�

　
九
十
九
島
動
植
物
園
森
き
ら
ら
で

は
��
佐
世
保
の
空
を
ペ
ン
ギ
ン
が
飛

ぶ
！
�
と
い
う
キ
�
�
チ
フ
レ
�
ズ

で�
新
ペ
ン
ギ
ン
館
�を
年
始
に
オ
�

プ
ン
し
�
大
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
�
3
月
に
は
�
ア
ミ
メ
キ
リ
ン
�

も
導
入
す
る
こ
と
に
な
�
て
お
り
�

ハ
�
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
��
ま
た

行
き
た
い
�
と
思
�
て
い
た
だ
け
る

魅
力
あ
る
動
植
物
園
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
�

距
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

　
総
合
病
院
に
お
い
て
は
�
本
年
3

月
に
集
中
治
療
室
や
小
児
周
産
期
の

ベ
�
ド
を
併
せ
持
つ
待
望
の
�
救
命

救
急
セ
ン
タ
�
�
が
竣
工
し
ま
す
�

今
後
も
�
よ
り
高
度
で
先
進
的
な
医

療
を
提
供
し
�
患
者
さ
ま
の
救
命
率

向
上
に
努
め
ま
す
�

　
市
立
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
�

県
の
看
護
研
究
研
修
セ
ン
タ
�
施
設

と
合
築
で
�
老
朽
化
し
た
校
舎
の
建

替
工
事
を
実
施
し
て
お
り
�　
年
度

27

の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
�

こ
れ
に
合
わ
せ
�
学
生
数
も
1
学
年

　
人
に
倍
増
し
�
看
護
師
の
確
保
に

80寄
与
し
ま
す
�

　
栄
・
常
盤
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
再
開
発
ビ
ル
�
サ
ン
ク
ル
1
番

館
�
内
に
設
置
す
る
�
福
祉
活
動
プ

ラ
ザ
�
に
つ
い
て
は
�
福
祉
活
動
の

拠
点
施
設
と
し
て
本
年
4
月
か
ら
供

用
開
始
し
ま
す
�

　
　
年
度
に
は
�
高
齢
者
の
ス
ポ
�

28
ツ
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
祭
典
�
全
国

健
康
福
祉
祭
��
ね
ん
り
ん
ピ
�
ク
�

が
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
�
本
市
も
3

競
技
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
�
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
�
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特集1　施政方針

石木ダム建設事業
　平成21年度に申請した事業認定申請手続につい

ては、昨年9月6日に認定の告示を受け、本市の厳し

い水事情の実態や石木ダムの必要性・公益性が法律

上の位置付けの中で、正式に認められました。告

示以降は、認定を受けた内容どおりに事業を進め

ていくため、建設予定地にお住まいの地権者の

方々への戸別訪問等を県と本市が共同で行うなど

懸命に取り組みを進め、現在も県を中心に課題解

決に向けた方策の検討を進めています。取り組み

に当たっては、市民と行政が思いを一つにして、一

体となって進めていくことが最も大切ですので、

ご理解とご協力を賜りますようお願いします。

基地政策
　「新返還6項目」については、赤崎貯油所に係る2

項目が完結しており、立神港区第3号岸壁の一部、

第4号岸壁、第5号岸壁の一部及びその背後地につ

いては、本年2月4日、米側から日本側へ返還されま

した。

　基地政策の最重要課題である「前畑弾薬庫の移

転・返還」についても、平成23年1月の日米合同委

員会合意に基づき、前畑弾薬庫の移設が国の事業

として推進されています。今後とも関係団体の皆

さま方のご意見を拝聴し、負担軽減と地域振興に

努めます。

　崎辺地区の利活用について、これまで本市は、西

海市米海軍横瀬貯油所のLCAC施設整備後における

崎辺地区跡地の日本側への返還並びに海上自衛隊

の係留施設等の整備、さらには、海上自衛隊による

崎辺地区の利活用を具現化するものとして、潜水

隊群の誘致を国に要望してきました。昨年3月、

LCAC施設が西海市米海軍横瀬貯油所へ移転完了し

たことから、引き続き国に求めていきます。

　昨年末に閣議決定された新防衛大綱に基づき、

国においては、現下の安全保障環境を踏まえ、 島  嶼 
とう しよ

防衛に万全を期するため、平成26年度末に陸上自

衛隊相浦駐屯地に「水陸機動準備隊」（仮称）が新編

されることになっています。その具体的な内容や

将来新編される「水陸機動団」（仮称）の団本部を含

む部隊主力については、詳細が明らかになってい

ませんが、国防上必要とされる自衛隊施設の整備・

充実に向けて、今後ともできる限りの協力・支援を

図っていきたいと思います。

重　要　課　題

森
き
ら
ら
に
導
入
す
る
ア
ミ
メ
キ
リ
ン



鋸
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち

　
平
成
　
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施

27

さ
れ
る
�
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
�へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
�　25

年
度
に
設
置
し
た
�
佐
世
保
市
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
�
に
お
い
て
審
議

を
行
い
��
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
�
の
策
定
を
進
め
ま
す
�

　
栄
・
常
盤
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
施
設
整
備
は
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
が
�
サ
ン
ク
ル
内
に
配
置
す
る

�
中
央
公
民
館
�
は
本
年
2
月
に
運
用

を
開
始
し
た
講
座
室
に
続
き
�　
年
26

度
は
事
務
室
と
講
堂
を
移
転
し
�
全

館
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
�
ま
た
�

�
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
�
�
に
つ
い
て

は
�　
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指

26

す
こ
と
と
し
て
お
り
�
こ
れ
に
よ
り

再
開
発
ビ
ル
内
へ
の
公
共
施
設
の
配

置
が
完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
�

　
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い

年
齢
層
の
皆
さ
ん
に
複
合
的
な
行
政

サ
�
ビ
ス
を
提
供
す
る
ゾ
�
ン
が
形

成
さ
れ
�
交
流
人
口
や
定
住
人
口
が

増
え
て
い
く
こ
と
な
ど
が
�
ま
ち
の

再
生
�
活
性
化
に
つ
な
が
�
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
�

　
8
月
に
は
�
第
　
回
日
本
P
T
A

62

研
究
大
会
�
が
県
下
で
行
わ
れ
ま
す
�

本
市
で
は
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E
B
O

と
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
2
会
場
で
分

科
会
が
開
か
れ
ま
す
が
��
学
校
�
家

庭
�
地
域
�の
掛
け
橋
と
な
ら
れ
る
P

T
A
の
取
り
組
み
を
支
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
�

　
第
　
回
国
民
体
育
大
会
�
長
崎
が

69

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
�
と
第
　
回
全
国

14

障
害
者
ス
ポ
�
ツ
大
会
�
長
崎
が
ん

ば
ら
ん
ば
大
会
�は
�
本
年
秋
に
い
よ

い
よ
本
番
を
迎
え
ま
す
�

　
本
市
で
は
8
つ
の
正
式
競
技
と
2

つ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
�
シ
�
ン
と
し

て
の
ス
ポ
�
ツ
行
事
を
�
障
害
者
ス

ポ
�
ツ
大
会
で
は
2
つ
の
正
式
競
技

を
開
催
し
ま
す
�

　
リ
ハ
�
サ
ル
大
会
の
経
験
を
生
か

し
て
�
円
滑
な
競
技
運
営
と
感
動
あ

ふ
れ
る
大
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と

も
に
�
全
国
各
地
か
ら
本
市
を
訪
れ

る
選
手
や
監
督
�
関
係
者
な
ど
約
　12

万
人
の
方
々
を
市
民
総
参
加
で
�
お

も
て
な
し
の
心
�
を
持
�
て
お
迎
え

し
�
全
国
に
佐
世
保
市
を
ア
ピ
�
ル

し
た
い
と
思
い
ま
す
�

漁
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

　
市
民
一
人
一
人
の
環
境
問
題
に
つ

い
て
の
理
解
を
促
す
た
め
�
地
球
温

暖
化
や
自
然
環
境
保
全
を
は
じ
め
と

す
る
環
境
問
題
に
関
す
る
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
�
学
校
版
環
境
I
S

O
の
推
進
や
市
民
の
環
境
学
習
の
充

実
を
図
り
�
自
発
的
に
行
動
で
き
る

�
環
境
市
民
�
の
育
成
に
取
り
組
み
ま

す
�

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
�

06

※デモンストレーションとしてのスポーツ行事は「3B体操」「スポーツチャンバラ」を、長崎がんばらんば大会
　は「バレーボール（精神）」「アーチェリー（身体）」を実施します。

アーチェリー
軟式野球

ホッケー
（成年男女）

バレーボール
（少年女子）

自転車[トラック]

ハンドボール

ソフトテニス

空手道
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平
成
　
年
度
に
策
定
し
た
中
長
期
計

24

画
に
基
づ
く
事
業
費
や
人
員
体
制
の

強
化
に
よ
り
�
主
に
中
部
処
理
区
の

早
岐
�
広
田
地
区
�
西
部
処
理
区
の

日
野
�
相
浦
�
新
田
地
区
の
事
業
を

継
続
し
な
が
ら
�
江
迎
処
理
区
の
田

ノ
元
地
区
に
お
い
て
も
公
共
下
水
道

の
利
用
が
順
次
可
能
と
な
る
よ
う
�

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
進
め
ま
す
�

禦
安
全
な
生
活
を
守
る
ま
ち

　
老
朽
危
険
空
き
家
等
の
対
策
と
し

て
昨
年
7
月
に
�
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
�
を
施
行
し
て

お
り
�
所
有
者
等
に
対
し
て
自
主
的

な
維
持
管
理
を
促
す
と
と
も
に
�
老

朽
危
険
空
き
家
除
却
費
補
助
金
の
対

象
を
住
宅
以
外
に
も
拡
大
し
�
所
有

者
等
へ
の
支
援
や
指
導
な
ど
を
行
い

な
が
ら
�
居
住
環
境
の
改
善
を
図
り
�

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す
�

　
東
消
防
署
建
設
に
つ
い
て
は
�
平

成
　
年
度
の
完
成
を
目
指
し
�
本
体

27
工
事
に
着
手
し
ま
す
�
完
成
後
は
�

地
域
住
民
の
方
々
が
参
加
で
き
る
研

修
等
に
も
活
用
し
�
安
全
・
安
心
を

守
る
施
設
と
し
ま
す
�

　
町
内
の
防
犯
灯
の
L
E
D
化
に
係

る
経
費
に
対
し
て
は
�
新
た
に
貸
付

制
度
を
開
始
し
ま
す
�

魚
快
適
な
生
活
と
交
流
を

支
え
る
ま
ち

　
平
成
　
年
開
業
を
目
指
し
着
工
さ

34

れ
て
い
る
�
九
州
新
幹
線
西
九
州

ル
�
ト�
長
崎
ル
�
ト
��
の
短
絡

ル
�
ト
に
つ
い
て
は
�
県
北
住
民
の

�
苦
渋
の
選
択
�
の
結
果
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
り
�
新
幹
線
の
効
果
を
県
北

地
域
に
波
及
さ
せ
る
た
め
に
も
�
フ

リ
�
ゲ
�
ジ
ト
レ
イ
ン
の
佐
世
保
市

へ
の
乗
り
入
れ
を
含
む
�
J
R
佐
世

保
線
等
の
輸
送
改
善
を
行
う
こ
と
は

必
要
不
可
欠
で
す
�
そ
の
実
現
に
向

け
て
県
と
連
携
し
�
国
や
J
R
九
州

へ
の
要
望
活
動
の
ほ
か
�
必
要
な
調

査
な
ど
も
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
�

　
市
営
バ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
�　26

�
　
年
度
ま
で
の
期
間
で
新
た
に
取

30
り
組
む
交
通
事
業
改
善
計
画
に
沿
�

て
�
事
業
全
般
に
わ
た
る
改
善
・
改

革
を
継
続
的
に
推
進
し
ま
す
�

　
乗
合
事
業
に
お
い
て
は
�
事
業
経

営
圧
迫
の
大
き
な
要
因
で
あ
る
不
採

算
路
線
の
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も

に
�
利
便
性
向
上
策
と
し
て
�
路
線

ご
と
の
番
号
付
与
や
�
分
か
り
や
す

い
目
的
地
表
示
な
ど
に
�
民
間
バ
ス

と
協
力
し
て
取
り
組
み
ま
す
�

※
平
成
　
年
度
当
初
予
算
の
概
要
は

26

　
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

特集1　施政方針

ハウステンボス再生支援について
　本市では、ハウステンボスが重要な観光拠点であ
り、本市のまちづくりに必要不可欠であることなど
を踏まえ、事業者の経営安定と同地区の維持発展を
図るため、再生支援交付金を交付するなどの再生支
援を行ってきました。
　ハウステンボス株式会社では、再建開始後、施設
のリニューアルや多彩なイベントを切れ目なく展開
されるなど、新たなにぎわいを創出されてきました。
その結果、初年度には開業以来初の黒字化を達成さ
れ、直近の平成25年9月期単独決算では、入場者数が
約247万人となり、営業利益約48億円、経常利益約
57億円を計上されるなど、初年度から増収増益を続
けられ、入場者数も増加傾向で、かつてのにぎわい
を取り戻されつつあります。また、雇用者数の維
持・増加、地元企業への発注機会の拡大など地域経
済にも大いに貢献されています。
　このような中、同社から本市に対し、「経営再建に
一定の目途がついたため、ハウステンボス再生支援
交付金を平成26年9月をもって終了させていただき
たい」との申し出がありました。
　今回の申し出は、同社が澤田代表取締役社長の
リーダーシップの下にご尽力された成果であり、そ

の経営手腕と従業員の皆さまのご努力に対し敬意を
表しますとともに、今回、想定より短期間で再建完
了と判断していただいたことを大変嬉しく思ってい
ます。
　同社には、これまで以上に雇用や地元企業との取
り引きをはじめとした地域経済へご貢献をいただき、
市民の皆さまが「佐世保の宝」として感じることが
できるような事業展開を期待したいと思います。
　
西九州自動車道松浦～佐々間の新規事業採択時評価
手続の着手について
　2月25日、国土交通省により西九州自動車道にお
ける唯一の未事業化区間である「松浦～佐々間」に
ついて、新規事業採択時評価の手続きに着手するこ
とが発表されました。
　西九州自動車道については、地域間交流の促進や
経済の活性化を図る上で重要な社会基盤になること
はもちろん、観光振興や新たな産業の創出など、本
市を含めた九州西北部地域の皆さまが、その全線開
通を長年望んできた道路です。
　事業採択された暁には、一日も早い全線開通に向
け、引き続き当区間の整備促進について、国、県に
お願いしていきたいと思います。

市政の重要事項の報告
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二
度
と
な
い
�

こ
の
舞
台
に

立
つ
た
め
に

　
年
ぶ
り
の
地
元
開
催
と
な
る
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

45国
体
と
�
初
開
催
の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
�

感
動
あ
ふ
れ
る
夢
の
舞
台
は
�
こ
と
し
の
秋
に
い
よ
い
よ

開
幕
し
ま
す
�

今
回
の
特
集
で
は
�
本
市
開
催
競
技
の
ハ
ン
ド
ボ
�
ル
�

ア
�
チ
�
リ
�
�
ホ
�
ケ
�
で
国
体
を
目
指
す
選
手
や

関
係
者
に
ス
ポ
�
ト
を
当
て
ま
し
た
�

勝
利
を
つ
か
む
た
め
�
地
元
に
大
好
き
な
ス
ポ
�
ツ
を

広
め
る
た
め
�

目
標
に
向
か
�
て
日
々
�
切
磋
琢
磨
す
る
ア
ス
リ
�
ト

た
ち
の
姿
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
�

特
集
2

は
ば
た
け
！
佐
世
保
の
ア
ス
リ
�
ト

　
国
体
強
化
ク
ラ
ブ
の
指
定
を
受
け
る�
長

崎
社
中
�
は
�
平
成
　
年
に
発
足
し
た
社
会

22

人
ハ
ン
ド
ボ
�
ル
チ
�
ム
で
す
�
キ
�
プ

テ
ン
を
務
め
る
の
は
佐
世
保
北
高
O
B
の

三
宅
潤
さ
ん
�
エ
�
ス
ポ
ジ
シ
�
ン
の
フ

ロ
�
タ
�
で
�
ロ
ン
グ
シ
�
�
ト
を
得
意

と
す
る
選
手
で
す
�
ハ
ン
ド
ボ
�
ル
の
見

ど
こ
ろ
を
�
走
る
�
跳
ぶ
�
投
げ
る
�
の
3

要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
�
そ
れ
か

ら
ス
ピ
�
ド
感
�
身
体
接
触
と
激
し
い
プ

レ
�
で
す
ね
�
と
話
し
ま
す
�

　
長
崎
社
中
の
メ
ン
バ
�
は
仕
事
と
両
立

し
な
が
ら
� 瓊
  浦
 高�
長
崎
市
�で
週
2
回

け
い
 
ほ

の
チ
�
ム
練
習
の
ほ
か
�
自
主
練
習
を
続

け
て
い
ま
す
�
全
国
大
会
に
出
ら
れ
る
の

は
九
州
大
会
の
上
位
4
チ
�
ム
だ
け
な
の

で
�
発
足
当
初
は
行
け
る
と
は
思
�
て
い

な
か
�
た
そ
う
で
す
が
�
持
ち
味
の
ス

ピ
�
ド
を
生
か
し
た
プ
レ
�
で
�
ジ
�
パ

ン
オ
�
プ
ン�
全
国
大
会
�で
は
3
年
連
続

で
準
優
勝
�
そ
し
て
昨
年
に
は
念
願
の
初

優
勝
を
果
た
す
な
ど
�
社
会
人
チ
�
ム
で

全
国
ト
�
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
誇
り
ま
す
�

　�
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体�
以
下
��
長

崎
国
体
��
で
の
目
標
は
?
�
の
問
い
に
�
ベ

ス
ト
4
で
す
�と
力
強
く
答
え
て
く
れ
た
三

宅
さ
ん
�
地
元
で
の
国
体
に
つ
い
て
�
プ

レ
�
シ
�
�
は
感
じ
な
い
�と
し
な
が
ら
も
�

国
体
に
は
日
本
リ
�
グ
勢�
実
業
団
�が
参

戦
す
る
な
ど
�
さ
ら
に
厳
し
い
戦
い
が
予

想
さ
れ
ま
す
�
目
標
達
成
に
向
け
て
�
三

宅
さ
ん
は
ト
レ
�
ナ
�
と
�
1
回
や
�
た

ら
次
回
ま
で
筋
肉
痛
が
残
る
ほ
ど
の
ハ
�

ド
な
練
習
を
週
2
回
行
い
�
筋
力
と
持
久

力
を
強
化
し
て
い
ま
す
�

　
メ
ン
バ
�
は
県
内
の
強
豪
校
O
B
で
構

成
�
ほ
と
ん
ど
が
昔
か
ら
の
付
き
合
い
で

チ
�
ム
ワ
�
ク
も
万
全
で
す
�
た
だ
�
ミ

ス
が
続
い
た
り
調
子
が
悪
か
�
た
り
す
る

と
�
沈
み
込
む
傾
向
が
あ
る
た
め
�
キ
�
プ

テ
ン
と
し
て
声
掛
け
や
�
チ
�
ム
が
苦
し

ん
で
い
る
時
に
雰
囲
気
を
変
え
る
こ
と
を

気
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
�
年
長
者
も
多

く
�
キ
�
プ
テ
ン
に
な
�
た
当
初
は
周
囲

に
気
を
遣
�
て
い
た
そ
う
で
す
が
��
最
近

は
言
い
や
す
い
雰
囲
気
も
で
き
て
き
た
の

で
�
試
合
や
練
習
で
は
年
齢
を
気
に
せ
ず
�

お
互
い
厳
し
く
叱
り
ま
す
�
と
話
し
ま
す
�

　
三
宅
さ
ん
は
普
段
�
佐
世
保
西
高
で
ハ

ン
ド
ボ
�
ル
部
を
指
導
し
て
い
ま
す
��
昨

年
の
ジ
�
パ
ン
オ
�
プ
ン
に
は
部
員
た
ち

が
毎
回
応
援
に
来
て
く
れ
ま
し
た
�と
笑
み

を
こ
ぼ
し
ま
し
た
�
ハ
ン
ド
ボ
�
ル
に
出

会
�
た
の
は
小
学
5
年
生
の
と
き
で
�
担

任
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
�
た
の
が
き
�

か
け
で
し
た
�

�
そ
の
出
会
い
が
な
か
�
た
ら
�
今
の
自
分

は
な
か
�
た
と
思
い
ま
す
�
同
じ
よ
う
に
�

生
徒
に
と
�
て
道
し
る
べ
に
な
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
い
ま
す
ね
�
生
徒
た
ち
に
は
相

手
を
尊
重
す
る
心
�
礼
儀
�
ス
ポ
�
ツ
マ
ン

シ
�
プ
を
伝
え
た
い
�
若
い
と
き
は
自
信

の
あ
ま
り
�
周
り
が
見
え
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
ら
�
み
ん
な
か
ら
応
援
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
選
手
に
な
�
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
�と
教
師
と
し
て
の
顔
も
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
�

　
実
に
　
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
長
崎
国

45

体
�
三
宅
さ
ん
は
�
こ
の
貴
重
な
機
会
を

大
事
に
し
て
�
長
崎
社
中
の
選
手
み
ん
な

で
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
�
と
話
し
ま
す
�

本
番
に
向
け
て
�
皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
�取

材
日
　
2
月
　
日
17

09　広報させぼ 2014.4

ハ
ン
ドボ

�
ル昨年開催されたジャパンオープン決勝戦で、ロングシュートを

放つ三宅さん

　
月
　
日�
木
��
　
日�
月
�

10

16

20

東
部
ス
ポ
�
ツ
広
場
体
育
館
な
ど



　
ロ
ン
ド
ン
五
輪
ア
�
チ
�
リ
�
女
子
団

体
で
は
�
県
ス
ポ
�
ツ
専
門
員
の
早
川
 漣
 
れ
ん

さ
ん
が
日
本
初
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
�
長

崎
は
ほ
か
に
も
多
く
の
有
力
選
手
を
抱
え
�

全
国
ト
�
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
誇
り
ま
す
�

長
崎
国
体
で
は
開
催
県
と
し
て
優
勝
の
期

待
が
か
か
り
ま
す
�

　
練
習
の
拠
点
と
な
�
て
い
る
長
崎
国
際

大
学
�　
杓
先
の
的
に
次
々
と
矢
を
命
中

70

さ
せ
て
い
る
の
は
�
3
年
生
の
永
峰
沙
織

さ
ん
で
す
�
佐
世
保
商
業
高
3
年
の
と
き

に
イ
ン
タ
�
ハ
イ
で
優
勝
�
そ
の
後
も
全

国
大
会
な
ど
で
数
多
く
の
タ
イ
ト
ル
を
獲

得
�
ナ
シ
�
ナ
ル
チ
�
ム
特
例
に
よ
り
日

本
代
表
の
選
手�
男
女
各
6
人
�は
予
選
を

免
除
さ
れ
る
た
め
�
早
川
さ
ん
と
同
様
�
既

に
長
崎
国
体
へ
の
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
�

�
大
学
で
は
日
曜
以
外
は
毎
日
練
習
で
す
�

1
日
2
0
0
本
は
射
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
�

4
月
か
ら
は
更
に
練
習
時
間
を
増
や
し
て

い
き
た
い
�と
意
欲
を
見
せ
ま
す
�
目
標
と

す
る
早
川
さ
ん
や
� 金
  相
  勲
 監
督
の
下
で

キ
ム
 サ
ン
 フ
ン

実
力
を
蓄
え
て
い
ま
す
�
長
崎
国
体
へ
の

意
気
込
み
に
つ
い
て
は
�
応
援
し
て
く
れ

る
人
た
ち
に
�
自
分
が
弓
を
射
る
場
面
を
実

際
に
見
て
も
ら
い
た
い
�
頑
張
り
ま
す
�と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
�

　
一
方
�
早
川
さ
ん
は
一
昨
年
の
岐
阜
国

体
で
は
団
体
2
位
�
昨
年
の
東
京
国
体
で

は
3
位
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
�
長
崎
は

い
い
選
手
が
集
ま
�
て
い
る
け
ど
�
ま
だ

優
勝
は
し
て
ま
せ
ん
�
昨
年
の
東
京
国
体

で
は
私
の
ミ
ス
で
勝
て
な
か
�
た
�
こ
と

し
こ
そ
は
優
勝
で
す
�
と
決
意
を
新
た
に

し
�
個
人
戦
で
は
国
体
3
連
覇
に
臨
み
ま

す
�

　
最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

の
が
ア
�
チ
�
リ
�
の
魅
力
で
す
�
1
本

の
矢
で
展
開
が
が
ら
り
と
変
わ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
�
そ
う
し
た
団
体
戦
で
は
�
会

場
の
雰
囲
気
も
重
要
で
す
�
早
川
さ
ん
は

�
間
近
で
応
援
し
て
も
ら
え
た
ら
選
手
の
力

に
な
る
の
か
な
�
と
思
い
ま
す
�
普
段
は

ほ
と
ん
ど
目
に
し
な
い
競
技
だ
か
ら
�
実
際

に
見
て
�
知
�
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
�

ア
�
チ
�
リ
�

　
月
　
日�
月
・
祝
��
　
日�
木
�

10

13

15

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
陸
上
競
技
場

日本代表チームにも選出
された永峰沙織さん。国
体後は、来年から始まる
オリンピック日本代表の
選考を視野に入れる

若
い
人
は
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
ス
タ
�
フ
で
参

加
す
る
の
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
す
よ
�と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
�

　
成
年
男
子
で
は
�
出
場
枠
3
人
の
選
考

が
こ
れ
か
ら
本
格
化
し
ま
す
�
注
目
選
手

は
本
市
出
身
の
西
村
 義
  貴
 さ
ん
で
す
�
大

よ
し
 た
か

村
工
業
高
で
ア
�
チ
�
リ
�
を
始
め
�
近

畿
大
学
へ
�
世
界
学
生
選
手
権
団
体
で
は

優
勝
す
る
な
ど
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
�

現
在
は
和
信
産
業
�
卸
本
町
�
に
勤
め
な
が

ら
競
技
を
続
け
て
い
ま
す
�
自
己
の
強
み

を
�
試
合
中
も
周
囲
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ

ず
�
ペ
�
ス
を
崩
さ
な
い
と
こ
ろ
�
と
分
析

し
ま
す
�

　
昨
年
の
全
日
本
社
会
人
タ
�
ゲ
�
ト

ア
�
チ
�
リ
�
選
手
権
大
会
で
は
3
位
と

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
が
�
東
京
国
体
で

は
ベ
ス
ト
　
で
敗
退
�
課
題
は
練
習
量
の

16

確
保
で
す
��
仕
事
が
終
わ
�
て
か
ら
夜
　10

時
く
ら
い
ま
で
�
長
崎
国
際
大
で
学
生
に

混
ざ
�
て
練
習
し
て
い
ま
す
�
練
習
時
間

が
た
く
さ
ん
あ
�
た
学
生
時
代
と
比
べ
て
�

や
は
り
技
術
や
体
力
面
で
レ
ベ
ル
を
維
持

す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
�
こ
と
し
は
や

り
方
を
変
え
て
み
な
が
ら
�
練
習
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
�
と
話
し
ま
す
�

　�
ラ
イ
バ
ル
は
？
�
の
問
い
に
は
�
高
校

と
大
学
で
同
じ
チ
�
ム
だ
�
た
松
尾
政
博

選
手
の
名
前
が
挙
が
り
ま
し
た
��
一
緒
に

や
�
て
き
た
仲
間
な
の
で
�
で
き
れ
ば
負

け
た
く
な
い
で
す
ね
�
普
段
練
習
で
会
う

学
生
た
ち
も
�
選
考
会
で
は
ラ
イ
バ
ル
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
��
国
体
へ
の
意
気

込
み
を
�
私
が
高
校
に
入
�
た
こ
ろ
に
�
国

体
へ
向
け
て
ア
�
チ
�
リ
�
の
強
化
が
始

ま
�
た
と
聞
い
て
い
ま
し
た
�
自
分
が
そ

の
世
代
に
当
た
�
た
の
は
感
慨
深
い
で
す

ね
�
ス
タ
�
フ
の
方
も
頑
張
�
て
い
る
の

で
�
そ
こ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
�
と
話
し
ま
し
た
�

取
材
日
　
2
月
8
日
・
　
日
16

成年男子の選考に臨む西村義
貴さん。アーチェリーの魅力
を「どれだけやっても、さらに
上があるところ」と話す

アーチェリー競技
国体予選は個人戦（1人72射）
で、合計点を競う。直径122
尺の的は中心に近いほど高得
点。決勝戦は3人チームでの
団体戦となる

※昨年、本市で開催された「全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会」の様子（左端が早川さん）

小学校からアーチェリー
を始めたという早川漣さん。
「国体をきっかけにアー
チェリーを始める子ども
が増えれば」と願う
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ホ
�
ケ
�
は
長
崎
国
体
で
は
成
年
男
女

の
部
が
青
少
年
の
天
地
で
�
少
年
男
女
の

部
が
川
棚
町
大
崎
自
然
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
す
�
成
年
は
社
会
人
チ
�
ム�
長
崎
フ
ロ

イ
ン
ト
��
男
子
�と
�
な
が
さ
き
 椿
  姫
 ��
女

は
る
 
ひ

子
�の
選
手
が
主
体
と
な
�
て
出
場
�
今
回

は
�
成
年
女
子
と
佐
世
保
工
業
高
と
の
合

同
練
習
会
場
で
�
国
体
へ
の
意
気
込
み
を

話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
�

　�
な
が
さ
き
椿
姫
�
は
平
成
　
年
に
発
足
�

22

国
体
強
化
指
定
を
受
け
る
県
内
唯
一
の
成

年
女
子
チ
�
ム
で
す
�
メ
ン
バ
�
は
　
人
17

で
す
が
県
外
在
住
選
手
が
多
く
�
通
常
練

習
に
集
ま
れ
る
の
は
5
人
か
ら
8
人
程
度
�

選
手
兼
監
督
の
亀
田
和
美
さ
ん
は�
全
員
が

そ
ろ
う
の
は
大
会
や
合
宿
の
と
き
だ
け
で

す
ね
�
土
日
休
み
で
な
い
人
も
い
る
の
で
�

集
ま
る
の
が
大
変
で
す
�
と
話
し
ま
す
�

　
こ
う
し
た
苦
労
が
実
を
結
び
�
昨
年
の

全
日
本
社
会
人
ホ
�
ケ
�
選
手
権
大
会
で

は
見
事
ベ
ス
ト
8
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
�

　�
選
手
た
ち
に
は
い
い
経
験
に
な
�
た
と

思
い
ま
す
�
長
崎
国
体
で
は
�
ま
ず
は
1

勝
し
た
い
で
す
�
本
番
ま
で
に
も
�
と
場

数
を
踏
ん
で
�
自
信
を
付
け
さ
せ
て
臨
み

た
い
�
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
�
悔
い
の
残

ら
な
い
試
合
を
し
た
い
で
す
ね
�

　
チ
�
ム
に
は
県
外
出
身
者
や
実
業
団
経

験
者
も
加
入
�
本
市
在
住
の
波
多
野
由
佳

さ
ん
も
そ
の
1
人
で
す
�
実
業
団
を
経
て

入
団
�
ポ
ジ
シ
�
ン
は
イ
ン
サ
イ
ド
で
ド

リ
ブ
ル
を
駆
使
し
た
攻
撃
が
持
ち
味
で
す
�

　�
　
代
中
心
で
近
い
世
代
同
士
な
の
で
�

20
チ
�
ム
内
に
い
い
雰
囲
気
が
出
来
て
い
る
�

と
亀
田
監
督
�
チ
�
ム
の
課
題
に
つ
い
て

は�
最
終
場
面
で
な
か
な
か
得
点
で
き
な
い

こ
と
�
得
点
率
が
高
い
セ
�
ト
プ
レ
�
を

極
め
て
�
チ
�
ン
ス
の
場
面
で
し
�
か
り

と
決
め
る
よ
う
に
し
た
い
�と
話
し
ま
し
た
�

　
ホ
�
ケ
�
の
魅
力
を
�
ド
リ
ブ
ル
で
相

手
を
抜
け
た
り
�
色
ん
な
技
が
決
ま
�
た

り
し
た
と
き
は
�
本
当
に
楽
し
い
で
す
�
と

話
す
波
多
野
選
手
�
亀
田
監
督
も�
シ
�
�

ト
が
決
ま
�
た
と
き
の
爽
快
感
�と
表
現
し

ま
す
�
長
崎
国
体
は
地
元
に
ホ
�
ケ
�
へ

の
関
心
を
持
�
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
で

（右）半世紀近い歴史を持つ佐世保工業高ホッケー部。23人（2月現在）の部員が所属する
（左）ながさき椿姫は佐世保東翔高、川棚高のOGを中心に結成。チーム名は県の花、椿に由来する。中央が選手兼監督の亀田和美さん

ホ
�
ケ
�

　
月
　
日�
金
��
　
日�
火
�

10

17

21

県
立
佐
世
保
青
少
年
の
天
地
 な
ど
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す
�
亀
田
監
督
は
�
そ
の
た
め
に
も
応
援

し
た
く
な
る
チ
�
ム
を
作
り
た
い
�
ま
ず

は
自
分
た
ち
が
一
生
懸
命
に
や
ら
な
い
と
�

と
答
え
ま
し
た
�

　
少
年
男
子
は
佐
世
保
工
業
高
�
川
棚
高

2
校
の
合
同
チ
�
ム
で
�
こ
れ
か
ら
選
考

を
始
め
ま
す
��
速
く
攻
め
た
方
が
シ
�
�

ト
の
チ
�
ン
ス
も
生
ま
れ
や
す
い
�
足
の

速
い
選
手
が
多
い
の
で
�
パ
ス
を
細
か
く

つ
な
ぐ
プ
レ
�
や
カ
ウ
ン
タ
�
攻
撃
を
武

器
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
�
と

目
指
す
チ
�
ム
像
を
話
す
の
は
�
佐
世
保

工
業
高
ホ
�
ケ
�
部
監
督
で
波
多
野
選
手

の
夫
の
 大
  祐
 さ
ん
で
す
�
長
崎
国
体
で
は

だ
い
 す
け

監
督
と
し
て
少
年
男
子
チ
�
ム
を
率
い
ま
す
�

　
少
年
の
国
体
出
場
枠
は
全
国
で
男
女
各

　
�
九
州
で
各
1
枠
だ
け
と
狭
き
門
で
�
こ

10れ
ま
で
自
力
出
場
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
�
今
回
は
開
催
地
枠
で
出
場
�
長
崎
で

は
ほ
と
ん
ど
が
高
校
か
ら
競
技
を
始
め
る

の
で
�
小
中
学
校
か
ら
続
け
る
強
豪
県
と

の
技
術
の
差
が
課
題
で
す
��
ス
タ
�
ト
が

遅
い
分
�
基
礎
の
面
は
ま
だ
ま
だ
�
ミ
ス

で
ボ
�
ル
を
奪
わ
れ
る
場
面
も
目
立
つ
の

で
�
動
き
な
が
ら
ボ
�
ル
を
止
め
る
�
パ
ス

を
合
わ
せ
る
�
と
い
�
た
基
本
を
も
�
と

強
化
し
て
い
き
た
い
�と
話
し
ま
す
�
目
標

は
ベ
ス
ト
4
��
地
元
の
人
た
ち
が
応
援
に

来
る
舞
台
�
期
待
も
あ
る
の
で
簡
単
に
は

負
け
ら
れ
ま
せ
ん
�

　�
長
崎
フ
ロ
イ
ン
ト
�
の
選
手
で
も
あ
る

波
多
野
監
督
で
す
が
�
監
督
に
な
�
て
か

ら
は
部
活
動
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
�
生

徒
た
ち
の
生
活
面
や
精
神
的
な
面
も
気
掛

け
て
見
る
よ
う
に
な
�
た
�
と
言
い
ま
す
�

�
自
分
も
成
長
で
き
た
か
な
�
と
思
い
ま

す
��
佐
世
保
工
業
高
に
着
任
し
た
当
時
は

専
門
の
指
導
者
も
い
な
い
状
況
で
し
た
が
�

そ
の
頃
と
比
べ
環
境
は
良
く
な
�
て
き
た

そ
う
で
す
��
ホ
�
ケ
�
の
裾
野
を
広
げ
る

た
め
に
も
�
卒
業
後
も
競
技
を
続
け
る
生

徒
が
増
え
て
�
指
導
者
に
な
�
て
く
れ
れ

ば
�
と
思
い
ま
す
�
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

国
体
を
見
に
来
て
も
ら
�
て
�
ホ
�
ケ
�

の
面
白
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
で

す
ね
�

取
材
日
　
2
月
　
日
11

佐世保工業高との合同練習の様子。ながさき椿姫は川棚町での週2回のナイター練習や高校生との合同練習
を意欲的にこなしています

●問
国
体
推
進
室
　
緯
　
・
7
1
0
3

76

県外出身で現在は本市在住の波
多野大祐さんと由佳さん。少年
男子の監督、成年女子選手として、
夫婦で長崎国体へ挑みます 



長串山つつじまつり

九十九島八景の一つ 長 
な

 串 山に、10万本
ぐし

の久留米つつじと平戸つつじが咲き
乱れます。期間中は各種イベント等
も開催します。詳しくはホームペー
ジ（http://www.nagushiyama.jp/）を
ご覧ください。
●時4月12日賞～5月6日証蒋
　※8時30分～18時。
●場長串山公園（鹿町町長串）
●料高校生以上500円、団体（15人以上）
　400円、障がい者250円、中学生以
　下無料
●問長串山公園　緯77-4111

みかわち焼はまぜん祭り
焼き物を窯で焼くときに欠かせない道
具「はまぜん」に深く感謝の意を表し、
供養を行います。はまぜん供養と併せ、

三川内皿山一帯で、窯元を中心に焼き
物の展示即売や佐世保スイーツとみか
わち焼がコラボした窯カフェ、スタン
プラリー、オークションなど、さまざ
まなイベントを開催します。
●時5月1日詳～5日訟蕉　※9時～17時。
●場三川内皿山一帯
●問はまぜん祭り実行委員会（中里太陽
　さん）　緯30-8606

冷水岳春まつり

青い海に点々と浮かぶ九十九島を臨
む 冷 

ひや

 水 
みず

 岳 公園で、恒例の春まつりが行
だけ

われます。西端太鼓などのステージ
イベントや、毎年子どもたちに大人気
のお魚つかみ捕りなどを開催します。
●時5月3日賞蕉10時～15時
●場冷水岳公園（小佐々町矢岳）
●問小佐々町観光協会　緯69-2562

させぼわんぱくひろば
●時5月6日証蒋10時～15時　※遊びの
　コーナーは10時30分～14時30分。
●場体育文化館、新公園（光月町）
●内昔遊び、ステージ・コーナーイベン
　ト、ミニSL、野外ふわふわなど
●対 未就学児、小学校低学年児童とそ
　の保護者
●問子ども支援課内・同実行委員会事
　務局　緯24-1111

佐世保市民展（公募と展示）
【作品募集】
●時5月11日裳13時～16時（書は10時～
　12時）
●場島瀬美術センター
●内洋画、日本画、書、デザイン、写真、
　彫塑工芸
●料一般1,500円、高校生500円（予定）
※詳しくはお尋ねください。
【展示】
●時5月16日象～25日裳　※10時～17
　時30分（最終日は16時まで）。
●場島瀬美術センター●料無料
●問社会教育課　緯24-1111

14

花の大祭典
フラワーデザインショー＆コンテスト/芝桜ガーデン
実力派フラワーアーティストが集結し、空間装飾、
いけばな、ブライダルブーケなどの作品を展示する
「フラワーデザインショー＆コンテスト」を初開催。
また、広大なガーデンを埋め尽くす九州最大級25万
5千株の「芝桜ガーデン」を初めて植栽します。春
を振りまく「フラワーパレード」など、ハウステン
ボスに花が溢れる9日間です。
●時4月12日賞～20日裳
●場フラワーデザインショー＆コンテスト子パレス
　ハウステンボス、ホテルヨーロッパなど
　芝桜ガーデン子アドベンチャーパーク
※芝桜ガーデンは4月10日頃～末頃に開花予定です。
　自然開花のため前後する場合があります。
●問総合案内ナビダイヤル　緯0570-064-110

ハウステンボス　イベント情報

芝桜ガーデン
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緯42-1111

皆さんも長崎がんばらんば国体・長崎がんばらんば大会に参加しませんか？

アルカスSASEBOジュニアオーケストラ
第2回定期演奏会

2回目となる定期演奏会では、前回に続いて清水 醍 
だい

 輝 さん
き

を指揮に招き「カルメン」第1、2組曲から10曲を演奏しま
す。今回は初心者コースの子どもたちも含め、メンバー
全員での演奏に挑戦します。100人近くの子どもたちに
よる演奏をぜひお聴きください。
●時5月10日賞14時開演●場大ホール
●料全席自由　一般500円、3歳～高校生無料（要整理券）

Concert for KIDS
～０才からのクラシック～

ことしも小さなお子さんから大人まで家族全員が楽しめ
る「0才からのクラシック」を開催します。ソプラノ、ピ
アノ、トランペット、マリンバのメンバーで、リズム遊び
なども交えながら、大人にも聴き応えのある演奏をお届
けします。おむつ交換や授乳のスペースもあります。
●時5月3日賞蕉11時開演●場中ホール
●料全席指定　一般2,000円、0歳～高校生500円

●問国体推進室（長崎がんばらんば国体佐世保市実行委員会事務局）　〒857-1174　天神5丁目502番地　緯76-7103　
　FAX76-7104　Eメール子kokutai@city.sasebo.lg.jp　ホームページ子http://www.sasebo-kokutai.jp/

炬火の名称募集
 炬 
きよ

 火 とは、オリンピッ
か

クの聖火にあたるもの
で、開催期間中選手た
ちを見守る国体のシン
ボルです。国体開催前
には「採火式」や「炬火
イベント」なども行われます。この佐
世保市の炬火の名称を募集します。
●内 長崎がんばらんば国体・長崎がん
　ばらんば大会の「佐世保市の炬火」
　の名称
●対 市内在住、または市内に通勤・通
　学している人
●申4月1日証～5月30日象に①炬火名
　②命名理由③住所、氏名、年齢、電
　話番号④勤務先または学校名を明
　記の上、はがき、ファクス、Eメー
　ルで実行委員会事務局へ

3B体操

 3B とは頭文字がBの3種類の用具
サンビー

（ボール、ベル、ベルター）を使用す
ることから名付けられました。音
楽に合わせて行う楽しい健康体操
です。
●時10月5日裳●場 総合グラウンド体
育館●対県内在住の人　※小学生以
下は保護者同伴●定100人●申5月1日
詳～6月30日訟

デモンストレーションとしてのスポーツ行事（デモスポ行事）

※デモスポ行事の応募について、詳しくは実行委員会事務局にお尋ねになるか、

　ホームページでご確認ください。

スポーツチャンバラ

スポーツチャンバラは、チャンバラ
を健康で安全なスポーツとして再
生させたものです。エアーソフト
剣を使い、面を付けて行う新感覚ス
ポーツです。
●時10月5日裳●場 県立佐世保青少年
の天地（烏帽子町）●対 県内在住の小
学生●定120人●申4月1日証～8月29
日象
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九十九島遊覧船「パールクィーン」
サンセットクルーズ

美しい九十九島の夕映えを、九十九島
遊覧船「パールクィーン」で巡る、特
別クルーズです。
●時4月26日賞、27日裳、29日証蕉、
　5月3日賞蕉～6日証蒋
　※出航時間18時15分（4月）、18時20
　　分（5月）（約1時間）。
●料中学生以上1,240円、小学生以下620
　円（大人1人につき未就学児1人無料）

海賊船「海王」の冒険クルーズ
●時4月26日賞、27日裳、29日証蕉、
　5月3日賞蕉～6日証蒋　
　※出航時間10時30分、11時30分、
　　13時30分、14時30分、15時30分
　　（約50分間）。
●料中学生以上1,240円、小学生以下620
　円（大人1人につき未就学児1人無料）

朝きらら

開館前の水族館で、寝起きの生き物や
イルカの健康チェックを見学。その後
は九十九島の爽やかな潮風を感じるク
ルージングを体験します。
●時4月27日裳、29日証蕉、5月3日賞蕉
　～6日証蒋8時～10時
●料 高校生以上3,730円、中学生3,120
　円、小学生2,220円、4～6歳1,320円、

　3歳以下100円　
●定各日先着40人
●申前日までに電話かEメールで同館へ

九十九島工房“ワイルーロの実　
ドリームキャッチャーづくり”

「アマゾン川探険展」にちなみ、南米
のお守りとして広く親しまれているド
リームキャッチャーを作ります。
●時4月27日裳陰9時30分隠10時50分韻
　14時（約45分間）
●場「海きらら」こどもひろば  あまもば
●対4歳以上（小学3年生以下は保護者同伴）
●料300円（入館料が別途必要）
●定陰10人隠韻20人（先着順）

九十九島箱
“海藻（かいそう） de あーと☆”
身近なワカメなどの海藻を使って押し
葉アートにチャレンジします。
●時5月3日賞蕉～6日証蒋随時
●場「海きらら」こどもひろば  あまもば
●対幼児～（小学3年生以下は保護者同伴）
●料無料（入館料が別途必要）
●定各日先着50人

こどもひろば　お楽しみ会
●時4月12日賞、19日賞、26日賞、5月3日
　賞蕉、10日賞11時30分、14時30分　
　（約30分間）
●場「海きらら」こどもひろば  あまもば
●内読み語り、折り紙など
●対幼児～（小学3年生以下は保護者同伴）
●料無料（入館料が別途必要）

　べちゃべちゃの海を歩こう！
●時4月29日証蕉10時30分～15時30分
●内九十九島の干潟に船で渡り、干潟や
　生き物を観察する
●対小学5年生以上
●料中学生以上2,500円、小学生以下

　1,300円
●定13人
●申 参加者全員の氏名（振り仮名）、生
　年月日（学年）、性別、代表者の住所
　と電話番号を記入し、往復はがきか
　ファクスでビジターセンター「べ
　ちゃべちゃの海を歩こう！」係へ。
　ホームページからの申し込みも可。
●〆4月18日象必着（応募者多数の場合
　は抽選）

トビカズラウォーク
～神秘の花を歩いて発見！～

国内では4カ所でしか自生が確認され
ていない神秘の花「トビカズラ」。九十
九島のトコイ島のトビカズラの種から
育てた株がある長尾半島まで歩き、ト
ビカズラの花を観察します。
●時4月27日裳10時～12時●料100円
●定20人（小学3年生以下は保護者同伴）
●申 参加者全員の氏名（振り仮名）、生
　年月日（学年）、性別、代表者の住所
　と電話番号を記入し、往復はがきか
　ファクスでビジターセンター「トビ
　カズラ」係へ。ホームページからの
　申し込みも可。
●〆4月18日象必着（応募者多数の場合
　は抽選）

九十九島大すごろくで遊ぼう
九十九島の島々を再現した、巨大すご
ろく。遊びながら楽しく、九十九島に
ついて学ぶことができます。
●時5月5日訟蕉13時～15時
●料無料
※13時～15時の間で自由に出入り可。

【九十九島パールシーリゾート】　〒858-0922　鹿子前町1008　緯28-4187　FAX28-4107　Eメール event@pearlsea.jp

「海きらら」開館=9時～18時　市民料金（証明書必要）=4歳～中学生520円、高校生以上1,020円　【九十九島ビジターセンター】　鹿子前町1053-2　緯28-7919　

FAX28-7351　開館=9時～18時（入館無料）　ホームページ  http://www.kujukushima-visitorcenter.jp/

移動図書館が巡回しています
移動図書館「はまゆう号」で図書館か
ら遠い地域を巡回し、貸し出しを行っ
ています。詳しい巡回日程は、ホーム
ページをご覧になるか、お尋ねください。

おとなの背中
 鷲  田 
わし だ

 清  一  著（角川学芸出版）
きよ かず

深く考えることの大切さが伝わってく
る哲学エッセイ。その言葉からは、
人々が慌ただしく通り過ぎる道に立ち
止まり、道端に置き忘れられた何気な
い事象を救い上げる姿が浮かび上がり
ます。

ことばはいらない
 ～Maru in Michigan～
ジョンソン祥子 著（新潮社）

アメリカ・ミシガン州に暮らす、2歳の
 一茶 くんと柴犬マル。言葉がなくても
いつさ

気持ちが通い合っている様子の2人。
微笑ましい写真集で心が和みます。
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少年科学教室参加者募集
5月～11月に、月2回（全30時間）程度活動する少年科学教室
の参加者を募集します。
●対市内在住の小・中学生
※詳しくは学校で配布するチラシをご確認ください。

こどもの日GO!GO!工作教室
●時5月5日訟蕉9時30分～16時
●内簡単な科学工作やおもしろ実験など
●料無料　※申し込みは不要です。

●料高校生以上310円、4歳～中学生150円　
　※市民は学習投映が無料。

プラネタリウム投映スケジュール（投映時間45分間）

16時15時14時13時11時10時開始時間
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ワンピース日曜

〒857-0031 保立町12-31（市総合教育センター内） 　緯23-1517　※駐車場あり。　開館時間=9時～17時　休館日=4月30日詔、火曜、祝日（5月5日訟蕉除く）

春のローズフェスティバル2014
200種800株のバラを鑑賞できるほか、
さまざまなイベントを開催します。
●時5月10日賞～25日裳
バラ園ガイドツアー
　●時期間中の日曜、祝日11時、14時　
　●料無料（入園料が別途必要）
バラの苗即売会
　●時期間中の土・日曜、祝日10時～16時
　　※5月3日賞蕉～6日証蒋にも開催。
フレッシュローズの花袋販売
　森きららのバラ園で咲いた、フレッ
　シュなバラの花びらを袋いっぱいに
　詰めて販売します。
　●時期間中の土・日曜、祝日10時～16時
　●料500円　※各日限定20袋。
春期・夏期バラ栽培管理講習会
　●時5月11日裳10時30分～12時
●料200円（入園料が別途必要）●定30人

　●申4月11日象から電話で同園へ

サンセットローズガーデン
　開園時間を19時まで延長します。
●時5月17日賞、18日裳

シリーズ森きらら雨　バラ
バラは鑑賞する以外にも、薬用、香料
などさまざまな用途があり、古くから
人と関わっている植物の一つです。年
間を通じて開花するイメージがあるバ
ラですが、それは品種改良によって生
まれた性質で、本来は春だけの一季咲
きの植物。四季咲き性のバラ第1号は
「ラ・フランス」（1867年）で、それ以前
に育成されていたバラを「オールド
ローズ」、以降を「モダンローズ」と呼
びます。森きららではさまざまな系統
のバラを栽培しており、春には全品種
が咲き誇ります。森きららが一番華や
かになる季節に、どうぞ遊びに来てく
ださい。

〒857-0026　宮地町3-4　緯22-5618　

開館時間=10時～18時（木・金曜は一般室、講座

室は20時まで）休館日=月曜、祝日（月曜の場合は

翌日も）、第3金曜

〒857-1231　船越町2172　緯28-0011　開園時間=9時～17時15分　市民料金（証明書必要）=高校

生以上620円、小・中学生150円、70歳以上・障がいのある人410円

※連休中は大変混雑することが予想されます。公共交通機関のご利用にご協力をお願いします。

※子どもの日（5月5日訟蕉）の子どもの入園料無料は廃止しました。ご了承ください。

今月のおすすめ図書



　本市では平成24年4月から「救命救急センター」を開
設し、既存の建物で救急患者の受け入れを行ってきまし
たが、より安全で適切な診療ができる医療設備の充実を
目的とした新センターが完成しました。
　3月30日裳から稼働する新センターは、患者を受け入
れる1階の救急初療室の環境整備や、重症度に応じた救
急患者の入院病床を上層階に確保するなど充実した施
設となっています。今後とも地域の医療機関との連携・
協力を図り、重症者の救命に取り組んでいきますので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

●問市立総合病院　緯24-1515
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市立総合病院「救命救急センター」新棟が完成！

本市の姉妹都市、米国・アルバカーキ市にホームステイ
をしながら、現地の青少年や市民との交流事業に参加す
る青少年訪問団の参加者を募集します。

渡航期間　7月25日象～8月2日賞（予定）
対　　象　市内在住または市内の中学校、高等学校に通
　　　　　う中高生
費　　用　約25万円　　
　　　　　※約25万円の半額を市が負担。金額は為替レ
　　　　　　ート等の変動で変わる場合があります。
応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、「アルバカー
　　　　　キで学びたいこと、そのために今準備してい
　　　　　ること」をテーマとした作文（800字程度）を

　　　　　添えて郵送（〒857-8585、住所不要）または
　　　　　持参で国際政策課へ提出
応募締切　4月30日詔必着　
※作文、英語での面接などの評価を基に参加者を選抜し
　ます。
※参加者の皆さんには平成28年度実施予定のアルバカー
　キ市青少年訪問団受け入れ時にご協力をお願いします。

●問国際政策課　緯24-1111

米国・アルバカーキ市を訪問する青少年訪問団の参加者募集

時間外選定療養費の徴収を開始します
4月1日証午前0時から、緊急性がない軽症の患者が時間外（平日17時15分～翌朝8時、土・日曜、祝日の終日）
に受診した場合、診療費に加え時間外選定療養費（税別4,000円）を徴収します。　
※入院になった場合や紹介状を持参した場合、公費適用患者、15歳未満は対象外です。

ホームステイ・ホストファミリー登録制度
海外姉妹都市等からの公式訪問団の参加者や長
期留学生のホームステイを受け入れる、ホスト
ファミリーを随時募集しています。
条　　件　18歳以上の非単身者で、個室が提供
　　　　　できること、営利目的でないことなど
申し込み　所定の様式に必要事項を記入し、国
　　　　　際政策課へ
※その他条件、支援対象となるホームステイ事
　業など詳しくはお尋ねください。
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試 験 日　5月11日裳
募集職種　保育士
募集人数　4人
業務内容　子ども未来部などにおいて、保育士業務に
　　　　　従事する
受験資格　昭和59年4月2日以降に生まれ、保育士・幼
　　　　　稚園教諭の両方の資格・免許を持つ人　　
受付期間　4月1日証～25日象
試験案内、申込書の配布場所　
　市役所玄関案内・職員課、中央保健福祉センター玄　
　関案内、各支所、宇久行政センター
　※市ホームページからもダウンロードできます。

●問職員課　緯24-1111

市職員採用試験の実施

市民の皆さんに積極的にまちづくりへ参加していただ
くことを目的とした九十九島債を発行しています。皆
さんの購入をお待ちしています。
銘　　柄　平成26年度第1回佐世保市公募公債
発行金額　6億円
募集期間　4月11日象～18日象
発 行 日　4月30日詔
発行価格　100円（額面金額100円につき100円）
償 還 日　平成31年4月30日　※5年満期一括償還。　
利子支払　年2回（4月30日、10月30日）
利率決定日　4月3日詳予定（利率決定日直前の5年物国
　　　　　　債利率を参考に決定）
購入できる人　陰市内に在住か通勤している人
　　　　　　　隠市内に営業拠点がある法人・団体
購入可能額　10万～200万円　
購入場所　親和銀行、十八銀行の市内各本・支店窓口
　　　　　※先着順。親和銀行で4億円、十八銀行で2
　　　　　　億円に達した時点で募集終了。

●問財政課　緯24-1111

第7回九十九島債の購入者募集

男女共同参画推進センター
運営協議会委員を募集

本市において男女共同参画社会を実現するための拠点
施設である男女共同参画推進センター「スピカ」の事業
やセミナーの内容を考える委員を募集します。
対　　象　市内に在住・通勤・通学し、男女共同参画に
　　　　　興味があり、平日昼間に開催する会議（年2、
　　　　　3回程度）に出席できる人　
募集人数　2人程度　
任　　期　6月から2年間
報　　酬　会議1回につき8,800円
応募方法　住所、氏名、性別、年齢、電話番号を記入し
　　　　　「男女共同参画について思うこと」をテーマ
　　　　　とした800字程度の作文を添えて郵送（〒
　　　　　857-0863、三浦町2-3）または持参で男女共
　　　　　同参画推進センター「スピカ」へ提出
応募締切　4月25日象必着

●問男女共同参画推進センター「スピカ」　緯23-3828

市民と行政の協働によるまちづくりを推進するための
施策等を検討する市民委員を募集します。
対　　象　18歳以上で市内に在住・通勤・通学し、平
　　　　　日夜間に開催する会議（年8回程度）に出席で
　　　　　きる人
募集人数　4人程度
任　　期　6月から2年間
報　　酬　会議1回につき8,800円
応募方法　
　住所、氏名、性別、生年月日、電話番号、職業、応募
　理由、ボランティア活動等の有無と内容、本市が主催
　する会議の委員経験の有無と会議名を記入し、「市民
　協働によるまちづくりについて思うこと」をテーマ
　とした800字程度の作文を添えて郵送（〒857-8585、
　住所不要）、Eメール（kyodou@city.sasebo.lg.jp）ま
　たは持参で市民協働推進室へ提出
応募締切　4月30日詔必着

●問市民協働推進室　緯24-1111

市民協働推進委員会の
市民委員を募集
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市民の方から寄せられた市政への質問などに回答します。

煙はがき　〒857-8585（住所不要）
　　　　　  佐世保市役所秘書課広報係宛て

煙Eメール    hishok@city.sasebo.lg.jp
　　　　　（携帯電話からも可）

問題の○に当てはまる文字等をお答えください。ヒントは紙面の中にあります。

高齢なので運転免許証を返納しようと思いますが、返納した場合のメリットはありますか。

　本市では、65歳以上で有効期限内の運転免許
証を自主的に警察署に返納された人については、
住民基本台帳カードを無料で発行しています（通
常は500円の手数料を徴収しています）。
　このサービスは、車を運転しなくなった高齢
者の方が免許証を身分証明書として利用してい
る場合が多いことから、代わりに住民基本台帳
カードを身分証明書として利用してもらうため
に行っているものです。なお、カードは顔写真
付きで、運転免許証と同じように広く利用する
ことができます。

カードの交付手続き窓口
　交通安全・防犯推進室（市役所1階）、各支所、　
　宇久行政センター
持参するもの
　印鑑、申請による運転免許の取消通知書
※証明写真は無料で撮影します。
※受け付け後に照会書を送付しますので、本人
　確認書類（健康保険証など）と合わせて市役所
　1階・戸籍住民課に持参してください。

●問交通安全・防犯推進室　緯24-1111

「佐世保市オリーブ振興協議会」を中心に、本市で
も栽培が広がっているオリーブ。今月は佐世保産
を含む長崎県産のオリーブ果実を収穫から24時
間以内に搾ったオリーブ油をプレゼント。風味と
香りが素晴らしくよい、最高級の1本です。
（参考価格　1本3,240円・83守）
商品の問い合わせ　堀内商事　緯48-6185

3月号の答え　①8%　②佐世保港（三浦岸壁）　③プラザ
2月号の応募状況
310通（正解302通・不正解6通・無効2通）

4月号プレゼント
エキストラバージンオリーブ油1本を5人に

応募方法　「はがき」または「Eメール」に、虚クイズの答え許
「広報させぼ」満足度アンケートの該当番号距住所鋸氏名漁年

齢禦電話番号魚広報紙へのご意見を書いて、4月23日（水）まで

に（消印有効）広報係へお送りください。

※応募は1人1通、全問正解者の中から抽選。発表は発送（5月

　中旬）をもって代えさせていただきます。

「広報させぼ」満足度アンケート

次の①～④のうち、当てはまる番号をお答えください。

①大変良い   ②良い   ③不満   ④大変不満

炬火とは、オリンピックの聖火にあたるもので、開催期
間中選手たちを見守る○○のシンボルです。

本市の姉妹都市、米国・○○○○○○市にホームステイ

をしながら、現地の青少年や市民との交流事業に参加

する青少年訪問団の参加者を募集します。

本市では、佐世保市役所公式○○○○○○を「より分か

りやすく、魅力にあふれたウェブサイト」にするため、

3月31日（月）に全面リニューアルを行いました。
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ご縁結びのフジの花
藤山神社（小舟町）

　水仙、梅、桜、ツツジ…。暖かな春風が運ぶ花の開

花リレーで良い香りがただよう季節。毎年ゴールデ

ンウイークの時季に合わせるかのように、藤山神社

では見事なフジの花が咲きそろいます。

　鳥居をくぐって藤棚の下を歩くとその先に現れる

のは推定樹齢500年以上と言われる大フジ。県の天

然記念物に指定されており、隣のオガタマノキに巻

きつき、仲の良い姿を見せてくれます。まるで何百

年も寄り添い支え合う夫婦のようです。

　花の時季にはたくさんの人が訪れて、カメラを手

に散策を楽しむ藤山神社ですが、中には真剣な表情

でおみくじをひく女性グループや、仲良く絵馬を書

くカップルの姿も見られます。フジの花言葉は「縁

結び」なのだそうです。

　恋愛に限らず、日頃自分を取り巻くご縁に感謝し

ながら、清楚で美しいフジの花の下を歩く時間は特

別なものになりそうです。休日の家族のお出掛けの

予定にいかがですか？

させぼ日和 24 じゃがいものガレット

作り方
虚ジャガイモの皮をむき、スライスしてから細めの千
　切りにする
許ボウルに虚を入れて、塩・こしょうをふる
距小麦粉を加え、全体にからめる
鋸フライパンを熱し、オリーブ油を入れる
漁フライパンに距を適量入れ、へらで形を整えフライ
　パンに押し付ける（ふたをして約4分半焼く）
禦漁を返してへらで押さえる（ふたをして約3分焼く）
魚ふたを取って水分を飛ばしながら焦げ目を付ける
亨焼き上がったら切り分け、トッピングしてドレッシ
　ングをかける（カレー粉やチーズはお好みで）

煙1人分の栄養価　熱量279kcal、タンパク質7.6g
　脂質14.0g、カルシウム143取、塩分1.5g
煙平成25年度ヘルシークッキングコンテスト
　「野菜のおやつ部門」アイディア賞

考えていただいた人
大村 佳 

か

 音 さん
のん

ジャガイモを使って手軽に作れま
す。ボウルで混ぜる時によく混ぜ
合わせると、きれいにできあがり
ます。藤山神社

小舟町120　緯46-0762　「藤山神社前」バス停から徒歩5分
駐車場あり
フジの種類：ヤマフジ、野田フジ、紅白フジ、ダルマフジ、蛇フ
ジなど　※花の見頃はフジの種類や気候により変動します。

トッピング（野菜類）
　ベビーリーフ
　ミニトマト
ドレッシング
お好みで
　カレー粉
　チーズ

10守
4個
大さじ1

小さじ1/2
40守

材料
ジャガイモ
塩
こしょう
小麦粉
オリーブ油

3個
小さじ1/4
少々
小さじ1
大さじ1



※駅前バスセンター、島瀬定期券売り
　場、黒髪営業所、矢峰営業所、バス
　車内で乗車券を販売します。
●問交通局業務課　緯25-5111

ゴールデンウイーク前後の
交通公園の休園日

休園日子4月28日訟、30日詔、5月7日
　詔～9日象、12日訟、13日証
●問交通公園　緯23-2869

春の全国交通安全運動
本市では期間中に、交通事故防止啓発
車両パレードや街頭キャンペーンな
どを行います。
●時4月6日裳～15日証
運動の重点子子どもと高齢者の交通
　事故防止、自転車の安全利用の推進、
　飲酒運転の根絶など
スローガン子お互いに　もてたらい
　いね　思いやり
特別広報子脇見・ぼんやり運転の防止
●問交通安全・防犯推進室

出張女性相談室
●時4月12日賞、26日賞9～16時
●場スピカ
●内女性の悩みなどに女性相談員が応

　じます（相談無料、秘密厳守）
※市役所でも随時相談に応じます。
●問人権男女共同参画課
　緯24-6180（予約・相談専用）
　緯23-3828（当日連絡用）

平成26年度市道路面清掃（機械）
業務委託の入札参加資格登録
●時5月7日詔～16日象
●対①一般施工土木業者か物品等納入
　業者で、市の指名業者②路面清掃
　車を所持、貸借できる業者③本市
　で定める一般廃棄物収集運搬業の
　許可を持っている業者　
※業務場所は宇久地域を除く市内一
　円。詳しくはお尋ねください。
●問道路維持課

道路、法定外公共物占用料の納期
本年度の佐世保市道、法定外公共物
（道路・河川）占用料の納期限は4月30
日詔です。納期限内に、最寄りの指定
金融機関で納付してください。
●問土木政策・管理課

市営住宅管理センターの設置
これまで住宅課で行ってきた市営住
宅等の募集などの業務を、本年度から

指定管理者（長崎県住宅供給公社）が
行います。
●時4月1日証から
●場佐世保市営住宅管理センター（松浦
　町・中央公民館1階）
●問住宅課
●問佐世保市営住宅管理センター
　緯25-9625

公園のリニューアル

次の4カ所の公園を新設・リニューア
ルしました。どうぞご利用ください。
新設子柚木第二公園（柚木町）
リニューアル子天神公園（天神町）、黒
　髪第一公園（黒髪町）、烏帽子スポー
　ツの里（烏帽子町）
●問公園緑地課
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市役所・中央保健福祉センターの各課へは、緯24-1111（代表）からおつなぎします。
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光化学オキシダントとPM2.5にご注意ください

【光化学オキシダント】大気中の汚染物質に太陽の光が作用
することでできる刺激性の物質のことです。濃度が高くな
ると、人によっては目やのどに刺激を感じることがありま
す。刺激を感じたら、洗眼やうがいをし、屋外での激しい
運動を控えてください。
【PM2.5（微小粒子状物質）】大気中に浮遊している2.5マイ
クロメートル以下の粒子のことです。呼吸器系への影響が
心配されています。濃度が高くなったら、不要不急の外出
や換気を減らし、屋外での激しい運動を控えてください。

【濃度が高くなったときは】県からの注意喚起や注意報を受
け、市ホームページ、メールマガジン、防災行政無線などで
お知らせします。

●問環境保全課　緯26-1787

本市の大気環境を携帯電話で
閲覧できます。QRコードから
ご利用ください。

黒髪第一公園

祝日の燃やせるごみの収集
4月29日証（昭和の日）、5月6日証（振
替休日）子収集します
5月3日賞（憲法記念日）、5日訟（こど
もの日）子収集しません
●問廃棄物減量推進課　緯32-2428

固定資産税の納期と減免
納税通知書を4月16日詔に発送します。
第1期分は4月30日詔までに納入して
ください。納税証明書の発行は4月16
日詔から、その他の固定資産税の税証
明書は4月1日証から発行します。災
害で固定資産に被害（価格の2割以上
の損傷）を受けたときなどは減免でき
る場合があります。詳しくはお尋ね
ください。
●問市民税課（税証明）、資産税課（納税
　通知書、減免）

原付バイクの排気量変更と
ミニカーへの変更手続き

原動機付自転車を改造（排気量の変更、
50呪以下のミニカーへの変更）し、車
両種別が変わる場合は、改造事実が確
認できる書類を添付した改造申告書の
提出が必要です。申告方法などは、市
ホームページで確認するかお尋ねを。
●問資産税課

抽選で500人に景品を贈呈！市
税の口座振替利用キャンペーン
市税の口座振替を促進するため、口座
振替利用者、新規加入者の中から、抽
選で500人に2,000円相当の景品を贈
呈します。
【対象税目】
市県民税（普通徴収）、固定資産税・都
市計画税、軽自動車税
●問納税課

国民年金保険料の額を変更
平成26年4月から、国民年金保険料の
額が15,250円に変わります。日本年
金機構から4月上旬に送付される「国
民年金保険料納付案内書」に沿って金
融機関・郵便局・コンビニの窓口で納
期内に納めてください。口座振替の
申請をしている人には「国民年金保険
料口座振替額通知書」が送付されます
ので、記載されている振替日や振替額
を確認してください。
●問佐世保年金事務所　緯34-1189

退職者医療制度
会社などを定年退職して国民健康保険
に加入する人で、一定の要件を満たす
人は、64歳までこの制度で医療を受け
ます。年金証書を受け取ってから14
日以内に、医療保険課、各支所、宇久
行政センターで手続きしてください。
●問医療保険課

国保の変更届は14日以内に
国保への加入手続きが遅れると、さか
のぼって国保税を納めることになり
ます。ほかの健康保険に加入してい
ても、国保をやめる手続きをしないと
国保税が引き続き請求されます。世
帯主が医療保険課、各支所、宇久行政
センターで手続きしてください。
※国保をやめるときは、必ず保険証を
　返還してください。
●問医療保険課

平成26年度国保税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料の徴収
4、6、8月に年金から徴収する金額は、
前年度の保険税・料を基に算定します。
昨年度から引き続き徴収される人は、
2月と同じ金額を年金から徴収します。
10月からの保険税・料は年間保険税・
料額が決定する6月（後期高齢者医療

保険料は7月）に通知します。
●問保険料課

保険料課の夜間窓口
国保税、介護保険料、後期高齢者医療
保険料の納付や相談などにご利用く
ださい。
●時平日19時まで
●問保険料課

防災行政無線の一斉放送を開始
旧佐世保市と合併地域の放送を一本
化します。これに伴い、正午の放送は
市内全域で佐世保市歌（偶数月）と西
海讃歌（奇数月）が流れます。防災行
政無線の運用について、市民の皆さま
のご理解とご協力をお願いします。
●時4月から
※防災行政無線の放送内容は電話で
　聞くこともできます（緯0180-999-
　987、通話料が必要）。
●問防災危機管理局　緯23-9258

敬老パス、福祉パスの更新
【更新】誕生月に、本人がパス券（福祉
パスは身障・療育・精神手帳も）を
持って市営・西肥バスの指定窓口へ
【新規・紛失】敬老パスは本人が身分証、
福祉パスは本人か代理人が手帳と印
鑑を持って担当課、宇久行政センター
（敬老パスは各支所も可）へ
※敬老パスの新規の受け付けは75歳
　の誕生日以降です。
※紛失は再発行時に手数料が必要です。
●問健康づくり課（敬老パス）
●問障がい福祉課（福祉パス）

市営バス1日全線乗り放題
ゴールデンウイーク期間中は、500円
（小学生250円）で1日中何度でも市営
バスに乗車でき、大変お得です。
●時4月26日賞～5月6日証蒋
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　公民館（三ヶ町アーケード内）
●内①入門クラス②初級クラス③中級
　クラス④初・中級クラス
●料①②③19,000円④28,500円　※受
　講料のほかに年会費3,000円とテキ
　スト代2,500円程度が必要です。
●定各30人程度●申電話で事務局へ
●〆4月25日象
※詳しくはお尋ねください。
●問国際政策課内・長崎県日中親善協議
　会佐世保支部事務局

佐世保市国際交流促進補助金
海外姉妹都市等の市民と文化、芸術、
スポーツ等を通して活発に交流を行
う国際交流団体への補助を行います。
●対営利を目的とせず自主的に国際交
　流活動を行う市内の団体が、平成
　26年度内に実施する海外姉妹都市
　等との交流事業
●内補助対象経費の3分の1以内で限度
　額を設定。年度内で1団体1回（1事
　業）
●申申請書を国際政策課へ提出　
　※募集要項は市ホームページでダ
　　ウンロード可。
●〆4月30日詔
●問国際政策課

体育・スポーツ振興補助金
●内年齢、出場大会などにより異なる
●対市内在住で九州大会以上の大会に
　出場する監督、選手など
●申大会開催日前までに、必要書類を
　スポーツ振興課へ提出
※交付要綱、申請書はスポーツ振興課
　などに設置するほか、市ホームペー
　ジに掲載しています。
●問スポーツ振興課

危険物取扱者試験・
試験準備講習会

危険物取扱者試験
●時6月15日裳●場長崎県立大学など
●対甲種、乙種（全種）、丙種
●料種類により異なる
●申書面申請=4月7日訟～21日訟
　電子申請=4月4日象～18日象
試験準備講習会
●時乙種4類=5月22日詳、23日象
　丙種=5月21日詔
●場乙種4類=アルカスSASEBO
　丙種=消防局
●料種類により異なる
●申4月1日証～21日訟
※申込書は県北振興局、消防局で配布。
●問消防局予防課　緯23-9257

甲種防火管理者資格取得講習会
●時5月15日詳、16日象
　※9時40分～16時30分。
●場労働福祉センター（稲荷町）
●対現在施設に防火管理者が不在であ
　り、資格者を選任する必要がある
　事業所など
●料6,170円●定150人
※申し込みなど詳しくはお尋ねを。
●問消防局予防課　緯23-2539

消費生活教室
●時5～9月の第4月曜
　※13時30分～15時。
●場中部地区公民館（光月町）
●内消費生活に関する法律や暮らしの
　工夫など
●料無料●定100人
●申はがきに「消費生活教室受講希望」
　と明記し、住所、氏名、電話番号を
　書いて、消費生活センター（〒857-
　0056、平瀬町3-1）へ　※電話受け

　付け可（平日8時30分～17時15分）。
●〆5月21日詔消印有効
●問消費生活センター　緯22-2592

被害者支援員
ボランティア養成講座

●時6～11月の第2・4土曜　※13～16時。
●場長崎犯罪被害者支援センター（長崎市）
●内犯罪被害者等支援活動の知識や、
　電話・面接相談技術など
●対20～65歳の健康な人
●料無料●定10人
●申4月15日証～5月20日証
※申し込み方法など、詳しくはお尋ね
　ください。
●問長崎犯罪被害者支援センター
　緯095-820-4978

滋
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させぼ競輪情報
緯31-4797

4月9～11日
10～12日
12～15日
13～15日
16～18日
17～20日
19～21日
21～22日
23～25日
26～28日
26～29日

29～5月1日
2～4日
3～6日
4～6日
7～9日
8～11日
10～12日

煙防府S級場外
煙函館FⅡ載場外
煙高知記念場外
煙久留米S級載場外
煙平塚S級載場外
煙武雄記念場外
煙函館S級載場外
煙広島S級場外
煙本場開催FⅡ
煙小倉S級載場外
煙共同通信社杯GⅡ場外
煙函館S級載場外
煙本場開催FⅡモーニング
煙平塚記念場外
煙小倉S級載場外
煙函館FⅡ載場外
煙松阪記念場外
煙いわき平S級載場外
※載＝ナイター

4月9日～5月12日開催分

させぼ競輪開催日程

下水道受益者申告書の提出
新たに公共下水道への接続が可能と
なった皆さんに、下水道事業受益者負
担金を納めていただくための基礎と
なる申告書を4月初めに郵送します。
記載内容を確認し、期間内に下水道事
業課へ申告書を提出してください。
●時提出期間=4月1日証～25日象
　（江迎負担区　4月1日証～15日証）
※申告書の提出がない場合、土地所有
　者（江迎負担区は建物所有者）を受
　益者とします。
※固定資産税情報、住民記録情報、
　給水装置工事設備台帳を基に事前
　調査を行っています。
●問下水道事業課　緯24-1151

白浜キャンプ場の受け付け
●時4月1日証～10月31日象（開場は4月
　10日詳～10月31日象）　
●場白浜キャンプ場管理事務所
●内テント、オートキャンプ場、バーベ
　キュー棟、シャワーなど
●申電話で管理事務所へ
●問公園緑地課
●問白浜キャンプ場管理事務所
　緯28-6006

業務取扱時間を変更
●時4月1日証から
●内ハローワーク佐世保（稲荷町）子平
　日8時30分～17時15分　※土・日曜、

　祝日は閉庁します。
　ハローワークプラザ佐世保（松浦
　町）子平日10～19時（マザーズコー
　ナーは18時まで）、土曜10～17時
　※日曜、祝日は閉庁します。
●問ハローワーク佐世保　緯88-2003

長崎県中小企業再生支援協議会
長崎県中小企業再生支援協議会は、雇
用維持、事業継続などを目的とし、中
小企業の経営改善に向けた取り組み
を支援します。早めの相談が早期の
経営改善につながります。どうぞご
利用ください。
●時随時（土・日曜、祝日を除く）
●場長崎県中小企業再生支援協議会（長
　崎市桜町）
※要予約。相談無料、秘密厳守。
●問長崎県中小企業再生支援協議会
　緯095-811-5129

指定管理者の指定
佐世保市烏帽子岳高原リゾートス
ポーツの里の管理運営（平成31年3月
31日まで）子ビオトピアえぼし

業務を委託（平成26年度）
西海国立公園九十九島動植物園入園
料の徴収業務子させぼパール・シー叙、
と畜検査手数料収納業務子佐世保食
肉センター叙、佐世保市労働福祉セン
ター使用料の収納業務子（公財）佐世
保市中小企業勤労者福祉サービスセ
ンター

サマージャンボ、
オータムジャンボ宝くじ交付金
サマージャンボ宝くじ基金市町交付金、
オータムジャンボ宝くじ基金市町交付
金は、同宝くじの収益金から市町に交
付され、地域づくりに役立っています。
平成25年度は、アルカスSASEBO管理
運営事業に活用しました。
●問財政課

米海軍佐世保基地内大学就学生
●内①セントラル・テキサス・カレッジ
　（準学士課程）②メリーランド大学
　（準学士・学士課程）正規入学コース、
　入学準備コース③フェニックス大
　学院（修士課程）
●対18歳以上で日本国籍を持ち、県内
　在住で各大学が定める英語の資格
　を持つ人。①②は高卒か同等の学
　力があると認められる人、③は大
　卒（成績証明書GPAが2.5以上）で、
　現在就業中か3年以上働いた経験が
　ある人
●申4月14日訟～5月19日訟に下記の事
　務局へ
※詳細は市ホームページに掲載。
●問基地政策局内・基地内大学就学実行
　委員会事務局

中国語講座受講生
●時5月～来年3月
●場①くっけん広場（下京町）②③④中央

25

治

人権とは
人権とは、誰もが自分らしく幸せに生活できる権利で、全ての人が生まれながらに持っている権利です。人権は日本国憲
法において全ての国民に保障されています。しかし、人権問題は私たちの家庭や社会、職場等のあらゆるところに存在し
ています。人権問題について正しく理解するとともに、身近にある人権に気付き、自分の権利の行使に伴う責任を自覚し、
全ての人がお互いを尊重しながら行動することが大切です。

●問人権男女共同参画課

シ
リ
�
ズ
 人
権



した「広報させぼ」「市議会だより」な
どをお届けします。
●料無料
●申●問視覚障害者協会事務所（火・金・
　土曜、祝日休み）　緯24-9407

手話奉仕員養成講座の開催
虚入門・基礎講座（全41回）
　5月14日～来年3月4日の毎週水曜
許基礎講座（全22回）
　10月1日～来年3月4日の毎週水曜
　※10月から入門講座修了者と合流。
※虚許とも朝の部（10～12時）、夜の部
　（18時30分～20時30分）を開催しま
　す。
●場福祉活動プラザ（栄町・サンクル内）
●対虚18歳以上で入門講座を未受講の人
　許入門講座を修了した人
●料 虚許とも4,000円（テキスト代、副
　教材代など）
●定虚許とも40人
●申はがきに住所、氏名（振り仮名）、電
　話・ファクス番号、受講希望講座と
　時間帯を記入し、福祉活動プラザ
　内・長崎県ろうあ協会佐世保支部
　（〒857-0054、栄町4-11）へ
●〆4月30日詔必着（応募多数の場合は
　抽選）
●問障がい福祉課

障害者（児）各種手当額の改定
【特別児童扶養手当】50,050円子49,90
0円（1級）、33,330円子33,230円（2級）
【障害児福祉手当、経過的福祉手当】
14,180円子14,140円
【特別障害者手当】26,080円子26,000円
●時4月分から
●問障がい福祉課

認知症サポーター養成講座

認知症についての正しい知識と理解
を持ち、地域で認知症の人やその家族
を支える人を養成します。　
●時希望の日時で90分以内
●場市内（会場は各自で準備）
●内認知症に関する基礎知識、家族へ
　の支援について
●対学校、職場、町内会、老人会など3
　人以上の団体●料無料
●申電話か直接福祉活動プラザへ
　※3月31日訟までは長寿社会課へ。
●問長寿社会課
●問福祉活動プラザ　緯23-0018

介護者のこころの相談会
在宅で介護している人を対象に、月に
1回無料の相談会を開いています。日
時など詳しくはお尋ねください。
●申事前に電話で長寿社会課へ
●問長寿社会課

歯の健康優良高齢者（8020）
コンテスト出場者募集

●対昭和9年4月2日以前に生まれ、自分
　の歯を20本以上持っている人（自薦・
　他薦は問いません）
●申健康づくり課や歯科医院に設置す
　る所定の様式に必要事項を記入し、
　健康づくり課へ
　※電話での申し込みも可。
●〆5月2日象　
※審査は5月13日証に開催します。
●問健康づくり課

市立総合病院の健康教室
●時4月16日詔14～15時
●場市立総合病院
●内呼吸器内科医師による「肺がんの抗
　がん剤治療について」をテーマとし
　た講演

●料無料　※申し込み不要。
●問市立総合病院企画情報室　
　緯24-1515

平成26年度 特定健康診査
特定健診とは、糖尿病、脳卒中、心臓
病などの生活習慣病の発生危険度を
調べる健診です。対象者には5月中旬
以降に受診券を送付しますので、期間
内にぜひ検診を受けましょう。
●時来年3月31日証まで
●対国保加入の40歳以上の人●料無料
●問医療保険課

犬の登録と定期狂犬病予防注射
実施日、会場は本紙3月号やわんにゃ
んだよりに掲載しています。
●料登録済みの犬子3,250円試未登録の
　犬子6,250円（うち登録料3,000円）
※市外から転入した場合は、注射日ま
　でに保健所か宇久行政センターで犬
　の転入手続きを済ませてください　
　（会場では転入手続きができません）。
●問生活衛生課
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市役所・中央保健福祉センターの各課へは、緯24-1111（代表）からおつなぎします。

滋

救急医療情報キットを利用してい
る人は、病名や連絡先などの救急
情報、薬剤情報提供書に変更が
あった場合は、常に最新の情報と
なるよう更新しましょう。

●問保健福祉政策課

救急医療情報キットの更新

児童扶養手当を支給
●対親と生計を共にしていない児童（18
　歳に達した最初の3月31日を迎え
　るまでの人。一定の障がいがある
　場合は20歳未満）を監護している
　親、DVにより保護命令を受けた親、
　親に代わってその児童を養育して
　いる人　　　　
※ひとり親家庭、親に重度の障がいが
　あることなどが条件。ほかに所得制
　限あり。詳しくはお尋ねください。
●問子ども支援課

児童手当の申請は済みましたか
申請しないと手当が受けられません。
出生・転入・転出、児童を養育しなく
なったなどの場合は速やかに届け出
てください。公務員は勤務先で手続
きしてください。
●対中学3年までの子を養育している人
●問子ども支援課

乳幼児、母子・父子家庭、寡婦
に医療費を助成します

●対陰乳幼児子0歳～小学校入学前の児
　童隠母子・父子家庭子20歳未満の
　子を養育している、配偶者のいな
　い70歳未満の親とその子（18歳未
　満。高校在学中であれば20歳未満）、

　父母がいない18歳未満の子ども（高
　校在学中であれば20歳未満）韻寡
　婦子60歳以上70歳未満で民法上に
　定める扶養義務者と生計を共にし
　ていない女性
●内陰隠入院と通院を助成韻入院を助成
※陰以外は所得制限あり。韻資格認定
　はさかのぼってできません。
●問子ども支援課

出前保育
みんなよっといで～！

●時虚4月22日証許4月25日象
　※10時30分～12時。
●場 虚広田児童センター許柚木保育所
●内絵本の読み聞かせ、制作、簡単な手
遊び、ふれあい遊びなど
●対0～5歳の未就園児と保護者
●料無料　※水筒、タオル持参。
●問菫ヶ丘幼児園地域子育て支援セン
　ター　緯34-4188

みんなであそぼ！
●時虚4月15日証許毎週水曜
　※9時30分～12時。
●場虚柚木地区公民館
　許小佐々地区公民館
●内保育士と親子で遊ぶ
●対0～5歳の未就園児と保護者、妊婦
●料無料
●問日野子育て支援センター　緯28-3264

この指と～まれ!!
虚4月14日訟　イオン大塔
許4月15日証　クレールの丘自治会館
距4月24日詳　楠栖保育所
鋸4月25日象　日宇保育所
漁4月28日訟　イオン大塔
禦5月  8日詳　楠栖保育所
※虚漁13時30分～15時30分、許距　
　鋸禦10時～11時30分。
●内制作遊びなど
●対0～5歳の未就園児と保護者、妊婦
●料無料　※水筒、タオル、着替え持参。
●問ルンビニ子育て支援センター「サー
　ラ」　緯20-5100

点字・漢点字講習会
●時4月～来年2月の第2日曜（全10回）
　※13～15時。
●場福祉活動プラザ（栄町・サンクル内）
●対視覚障がいのある人、一般市民
●料無料
●申電話か直接視覚障害者協会へ
●問 福祉活動プラザ内・視覚障害者協
　会事務所（火・金・土曜、祝日休み）
　緯24-9407

声の「広報させぼ」
「市議会だより」をお届けします
視覚障がいの人を対象に、CDに録音
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【子どもの発達】
暫療育相談（要予約）　※遊びの広場あり。
●問子ども発達センター　緯23-3945
暫歯科保健相談（要予約）●問健康づくり課

【障がい福祉】●問障がい福祉課
虚アルコール依存相談
　障がい福祉課で随時受け付け
許佐世保断酒会　4月22日証13:30 　
　中央保健福祉センター
距精神保健相談　4月24日詳、5月8日詳　
　中央保健福祉センター
鋸発達障がいデイケア
　毎月第2金曜10:00　中央保健福祉センター

漁脊髄小脳変性症の集い（アジサイ会）
　4月18日象13:30　スピカ
禦ひきこもり家族教室（あのねの木）
　4月16日詔10:00　ふれあいセンター
魚膠原病友の会
　4月17日詳13:30　ふれあいセンター
亨精神障がい者家族の会（ゆみはり会）
　4月15日証13:00　ふれあいセンター
享高次脳機能障害当事者・家族の集い
　4月12日賞、26日賞13：00
　市民活動交流プラザ
※許距は要予約（距は1週間前までに）、鋸
　漁禦魚享の新規参加者は事前にご連絡
　ください。

【医療に関する相談】
●問保健福祉政策課
平日8:30～17:15（電話での相談）
医療安全支援センター　緯25-9723

【健康テレホン】　緯23-4300
4月の内容（3分間）
譲肺炎球菌ワクチン
醸ばね指
錠ぎょう虫
嘱急性喉頭蓋炎
埴むし歯になりやすい子、なりにくい子
飾蒸出生前診断について
●問長崎県保険医協会　緯095-825-3829

相
談
な
ど

問い合わせ先時間実施日実施場所

子ども発達センター　緯23-3945
  9:30～12:00毎週月曜子ども発達センター

  9:30～12:00第1・2水曜広田地区公民館

東部子育て支援センター
（市立早岐保育所）　緯39-4002

10:00～11:30第1水曜三川内地区公民館

  9:00～12:00第1金曜東部子育て支援センター

10:00～11:30第2水曜宮地区公民館

中部子育て支援センター
（市立大黒保育所）　緯32-1903

10:00～11:30第2水曜西地区公民館

10:00～11:30第3水曜愛宕地区公民館

  9:00～12:00第4水曜中部子育て支援センター

北部子育て支援センター
（市立上相浦保育所）　緯47-3329

10:00～11:30第1水曜大野地区公民館

10:00～11:30第2水曜中里皆瀬地区公民館

  9:00～12:00第3水曜北部子育て支援センター

10:00～11:30毎週水曜吉井健康館

平成26年度　巡回子育て支援「シーユー」

保育士が親子遊びを通して、子育ての楽しさを体験する場を提供し
ます。母親同士で育児の情報交換をしたり、友達を作ったり、「気に
なること」「尋ねたいこと」を、保育士や育児サポーターに気軽に相
談できます。親子で楽しい時間を過ごしてください。
●時来年3月31日証まで
●対在宅の0歳～就学前の乳幼児と保護者、妊婦など
●料無料（水筒、着替え持参）　※予約不要。祝日は休み。

虚がん検診（受診は各種年1回）

●場市内の登録医療機関

許肺がん検診（胸部レントゲン、受診は年1回）
●時月・火曜8:30～11:30、水・木曜13:00～16:00（祝日を除く）
●場中央保健福祉センター
●対40歳以上　●料X線=400円、X線+喀痰検査=900円
　※肺がん検診は結核検診も兼ねます。

※虚許とも本市国保加入者、生活保護受給者、市民税非課税世
　帯の人は無料（保険証か証明書が必要です）。
※虚許とも職場等で同様の検診を受診できる人は対象外となる
　場合があります。詳しくはお尋ねください。

距成人歯科健診、歯科相談（要予約・無料）
　●時火曜8:30～10:30（祝日を除く）　●場中央保健福祉センター
　※歯科健診は指定の火曜日だけです。実施日はお尋ねを。
　※市内の登録歯科医療機関でも受診可（受診料500円）。

鋸肝炎ウイルス検査（無料）
　●時月曜13:00～16:00（祝日を除く）　●場中央保健福祉センター
　●対感染の不安があり、肝炎ウイルス検査を受けたことがない人
　※20歳以上の検査未受診者は、市内の登録医療機関でも受診可。

漁エイズ・性感染症相談・検査（匿名・無料）
　まずは電話やメールでご相談ください
●時平日8:30～17:15　緯0120-104-783

　　Eメール　shc783@city.sasebo.lg.jp
　暫エイズ通常検査・クラミジア抗原検査
　　●時月曜9:00～11:30、13:00～16:30（祝日を除く）
　　●場中央保健福祉センター　※検査結果は翌週渡し。
　暫エイズ即日検査（要予約）
　　●時火曜13:00～16:00、木曜9:00～11:00（祝日を除く）
　　　4月15日証13:00～19:00　　　
●場中央保健福祉センター　※検査結果は約40分後渡し。

禦乳幼児健診・相談
　お子さんの成長と発達に欠かせない大切な健診です。仕事な
　どで忙しいかと思いますが、受診をお願いします。
　4カ月児健診子●対3～4カ月ごろ
　10カ月歯科育児相談会子●対10カ月ごろ
　1歳6カ月児健診子●対1歳6カ月ごろ
　3歳児健診子●対3歳6カ月ごろ　※約1カ月前に該当者に通知。

●問健康づくり課（虚～漁）●問子ども保健課（禦）
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70歳以上50～69歳40～49歳30～39歳20～29歳区分

無料

1,000円3,000円－胃

X線 400円
X線＋喀痰検査 900円

－－肺

600円－－大腸

頸部（けいぶ） 1,000円子宮

視触診・マン
モグラフィー
1,100円

視触診・マン
モグラフィー
1,500円

視触診・
エコー
1,500円

－乳

400円－－－前立腺
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この徳育通信を切り抜いてノートに貼り、「徳育ノート」として家庭で保管しましょう！

　徳育。何と奥の深い大きな響きを持った言葉で
しょう。佐世保市が推進する徳育について、佐世保徳
育推進会議会員となって改めて考えてみました。
　昔は忙しい親世代に代わって、祖父母が孫の世話を
していました。三世代、四世代同居が多かったので、
すごく当たり前のことでした。その孫育ての基本は、
「道で会った人にはあいさつをする」「ものをいただい
たらありがとうを言う」などの言葉を常々孫に語るこ
とでした。
　今は核家族化が進み、このような姿はめっきり少な
くなりました。だからこそ、「昔は良かったよね」と回
顧するばかりではなく、今、忙しい親世代への小さな
支援として、じいちゃん、ばあちゃんができることを
やってみることが大事なのではないかと思います。
　そこで、私たち「老人クラブ」の出番です。クラブ
では、地域を大きな家族とみなし、地域みんなのおじ
いちゃん、おばあちゃんとなって、周りの子どもたち

を育てようという思いをもって活動しています。
　登下校時、地域の孫たちへ声を掛けることで、こち
らもエネルギ－をいただいています。
　働くお父さん、お母さんには「世の中を支えている
のは、あなた方です。頑張ってね」とエールを送って
います。
　次代を担う子どもたちへは「未来はあなたたちにか
かってますよ」と励ましています。
　昔の良さを知っている私たちが、「人と人とのつな
がりを大切にすること」「感謝の念を忘れないこと」
などを伝えていくことが、じい
ちゃん、ばあちゃんの使命ではな
いでしょうか。
　ボケてなんておられません。老
人パワーを発揮することで「徳育」
が推進できれば幸せです。
　佐世保市老人クラブ連合会　池田　静代

伝えることの使命25

市役所ホームページを
リニューアルしました！

本市では、佐世保市役所公式ホームページを「より
分かりやすく、魅力にあふれたウェブサイト」にす
るため、3月31日（月）に全面リニューアルを行いま
した。今後も市の情報を分かりやすく発信していき
ますので、どうぞご利用ください。

新ページの主な特徴
暫情報を「シンプル」にまとめ、知りたい情報にたど
　り着きやすくなりました。
暫スマートフォンやタブレット端末等でも使いやすい
　「タッチパネルデザイン」を採用しました。
暫災害時でもつながりやすく、必要な情報を届けら
　れるよう「クラウドサービス」という技術を採用
　しました。
※今回のリニューアルに伴い、パソコン用アドレス
　を変更していますので、ご注意ください。

　　獅http://www.city.sasebo.lg.jp

●問情報政策課　緯24-1111

「佐世保市開催応援のぼり旗」
の協賛募集！

長崎がんばらんば国体・長崎がんばらんば大会の応
援のぼり旗を作製していただける協賛者（企業、団
体）を募集します（のぼり旗は各競技会場周辺に設置
します）。期間中に本市を訪れる選手、関係者、観光
客の皆さんを温かくお迎えする気持ちを旗に込めて
みませんか。

協 賛 金
　1口1万円
申込期間
　4月1日証～7月31日詳
申込方法
　電話で国体推進室へ
※協賛金1口につきのぼり
　旗3本。
※のぼり旗には協賛者名
　が入ります。

●問国体推進室　緯76-7103

※
の
ぼ
り
旗
イ
メ
�
ジ
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全国障害者スポーツ大会は、毎年国民体育大会終了後に開催されており、平成26年長崎県
で開催される大会が第14回となります。今回はこの第14回全国障害者スポーツ大会（長崎
がんばらんば大会）に出場する、バレーボール競技（精神）とアーチェリー競技（身体）の長
崎県チームの監督に意気込みを伺いました。

平成27年成人式典に、スタッフとしてご協力いただける人を募集します。
一生に一度の晴れ舞台である成人式を、自ら企画・運営してみませんか。

●問社会教育課　緯24-1111

煙テレビ
　※4月からNCC、NIBの放映時間が
　　変わります。
　NBC→土曜9時25分～30分
　KTN→土曜11時40分～45分
　NCC→土曜10時55分～11時
　N I B→日曜6時25分～30分
煙ラジオ
　NBC         日曜19時25分～30分
　FM長崎　 火曜19時5分～10分
　FMさせぼ 火曜10時30分～35分
　　　　　   日曜19時30分～35分
煙新　聞　長崎新聞 毎月第2・4火曜

人の動き　3月1日 現在

煙総人口 256,201人（-183人）
　男性 120,187人（-74人）
　女性 136,014人（-109人）
煙世帯数 105,556世帯（-45世帯）
※2月中の動き
　転入 491人、転出 583人
　出生 171人、死亡 262人

させぼ市政だより

バレーボール競技（精神）　11月1日（土）、2日（日）　会場  体育文化館
アーチェリー競技（身体）　11月2日（日）　会場  総合グラウンド陸上競技場　●問国体推進室　緯76-7103
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バレーボール競技（精神）／吉田秀雄監督　「男女混合で試合が行われるため、
選手同士の連携が勝敗の鍵を握ります。少ない練習時間の中で頑張ってきた
選手たちの、一生懸命なプレーを見てほしいです。地元開催ということで、1
試合でも多く勝ち上がり、見る人に感動を与える試合をしたいですね」
諮リハーサル大会　5月25日（日）　会場  体育文化館

アーチェリー競技（身体）／ 馬 
め

 久 
く

 地 隆幸監督　「淡々と進むため華やかなとこ
ち

ろは少ないですが、矢が的の中心に吸い込まれるのを見るのは美しいもので
す。選手たちの試合経験が少ないので、本大会に向けて本来の力を発揮でき
るように試合形式の練習を増やし、メダル獲得を目標に全力を尽くします」
諮リハーサル大会　5月25日（日）　会場  総合グラウンド陸上競技場

バレーボール競技（精神）、アーチェリー競技（身体）

成人式典の検討委員を募集します

活動内容

対　　象

募集人数
申し込み

締め切り

8～12月の平日夜間に検討会を開催（5回程度）
式典当日のスタッフ（総合司会や会場アナウンスなど）
①平成27年対象者（同6年4月2日～同7年4月1日生まれの市内在住者）
②平成28年対象者（同7年4月2日～同8年4月1日生まれの市内在住者）
※平成27、28年の式典対象者が協力して企画・運営します。
※②は平成28年の式典までご協力をお願いします。
①3人 ②4人
「成人式典検討委員希望」と明記し、住所、氏名（振り仮名）、生年月
日、性別、職場または学校名と学年、電話番号を書いて、郵便（857-
8585、住所不要）、ファクス（25-9682）、Eメール（syakai@city.sase
bo.lg.jp）で社会教育課へ
7月11日（金）※郵送は消印有効。


